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自分にあった高校をみつけよう！ 

 

 「京都府公立高等学校スクールガイド 202２」は、公立高校進学をめざす中学生

のみなさんにとって、自分の興味や関心にあった高校選びの参考となるよう、それぞ

れの高校の魅力や特色を知っていただくことを目的とし、京都市教育委員会ととも

に、府内すべての公立高校の情報を一冊にまとめたものです。各高校の特色や学校生

活・部活動の様子、進路状況に加え、学科の内容など、様々な情報を掲載しています

ので、みなさんの進路選択に役立ててください。 

 

 巻末には、各高校が実施する学校説明会等の開催予定日の一覧を掲載しています。

各高校とも部活動体験やオープンスクールなどの様々な説明会の開催を予定し、みな

さんの参加をお待ちしています。実際に高校を見学し、先生や先輩の話を聞いて学校

の雰囲気を感じてもらうことで、各高校の魅力をより理解してもらえると思いますの

で、興味を持った高校の説明会等にぜひ参加してください。 

 

 みなさんが、自分にあった高校を選び、夢や希望をもって充実した高校生活が送れ

ることを願っています！ 

 

令和４年５月  

 

 本冊子は令和４年度入学者選抜に関する資料をもとに作成しています。令和５年度入学者選抜

の詳細については、「令和５年度京都府公立高等学校入学者選抜要項」で定めます。本冊子の内

容については変更することがありますので、令和４年９月上旬頃に公表する選抜要項を御確認く

ださい。 

 

 
京都府教育委員会高校改革推進室・高校教育課では、 

府立高校検索サイト「My スクールナビ京都」を開設しています。 

○学科や部活動などから高校を検索できる「いろいろ検索」 

○公立高校入学者選抜情報  等の情報を掲載しています。 

 

詳しくは、下記のアドレスからアクセスしてください。 

http://www.kyoto-be.ne.jp/koukyou/cgi-bin/school-navi/index.cgi 

   

 

「京都市立高校ってどんな学校？」京都市立高校の最新情報については、

下記のサイトに掲載しています。 

http://www.kyotocity-hs.jp/ 

 

 

 

 

 

 京都市立高等学校最新情報サイト  検索 
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学年制：学校が計画した学年Ɲとの教育課程によって学習します。

設置高校
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高校Ӹの(　　)内は、分校Ӹです。

人 間 科 学 科

ᴓ ᴊ ᴌ ᴵ ᴕ ᴰ ᴓ ᴈ ᴙ 科

設置高校

情 報 科 学 科

創造性を高め、国際感ᙾを身に付ける様々な授業により一人一人のॖഒや行動力にᄶきをかけ、文化、
学術の᪸域でこれからの日本を担っていくリーダーを育てます。自然科学、社会科学に関するᜂ現ᝋや
Ҿ理を実験や実習によって深めながら、系統的・探究的に学び、大学での研究の礎を造ります。

教育・福祉・Ⴣᜱ・医ၲ系の大学等への進学を目指している生徒を対ᝋとして、将来、「人のԡに関ǘ
る職業」で活躍する人材を育成します。豊݈な対人ੲяに関する˳験授業で人間関̞力を伸ばし、進学
に向けて「ᄩかな学力」を身につけることで、ٹをӬえるための「人間力」を育みます。

社会に貢献し活躍できる「グローバルリーダー」を育成する学科です。そのため、自分の可能性や力を
どのような࢟で生かすのかを大きな視ໜで考える「グローバルキャリア教育」を通して、ȁャレンジች
ᅕを高め、創造的コミュニケーション力、コラȜレーション力を伸ばします。「自然科学系コース」、
「社会科学系コース」のᲬつの専門コースを設置し、理系・文系ともにあらǏる分野の大学学部への進
学希望の実現を目指します。

探究心・創造性・཯創性を備えた科学・文化の担い手、また、ᑣ識ある社会の担い手の育成を目指し、
人間の文化・社会・行動、自然の現ᝋ・Ҿ理・法Щ等について探究する能力と७度を養う学科です。大
学での高度な専門研究に向けた基礎能力と幅広い教養を培うとともに、生徒一人ƻとりの学力の伸長を
図り、「ᢒい未来」につながる「ᡈい未来」としての大学・学部への進学希望の実現をめƟします。

自ဌ᧧ᢋなᜭ論ができ、将来はアカデミックな知識・技能を用いて国際社会に貢献する人物を育成する
学科です。)%'&（)NQDCN %KVK\GPUJKR教育）に取り組み、自分と世界をኽびつける探究活動、Ȧネス
コスクールとしてのီ文化理解・交流活動、世界とコミュニケーションをとるためのᚕ語能力を育成す
る授業を実଀しています。「人文・社会科学コース（文系）」、「自然科学コース（理系）」を設置
し、大学進学において、あらǏる分野への希望進路の実現を目指します。

専̲コース（自然科学系統）はᲭ年間一貫の理数コースで、理学、工学、医・歯・薬学などの自然科学
分野の研究に連ኽする高度な学習をします。共̲コースは１年次に文理共通のカリキュラムで学び、Წ
年次から「自然科学系統」と「人間科学系統」に分かれて、それƧれの専門性を生かした高度な学習を
します。ɲコースともに将来グローバル社会のリーダーとして社会貢献できる人材を育成します。

京都をはじめ、国内や世界の芸術分野・産業分野で活躍するҡ業生を多く᠚出している、美術工芸科単
཯の公立高校です。自ဌࣛ活な校風のもと、多様性をݭ重し、美のችᅕをもって「感じる心」「考える
力」「表現する力」を学びます。「日本画・බ画・ࢤЦ・๦芸・ᨓ芸・௨ጢ・デザイン・フǡッション
アート」の�専攻からなる実習授業で専門性を深めるとともに、探究的な学びや普通教科にも力を入
れ、社会で活躍できる総合的な力を育成します。

μ国で՗一の᪦ಏに関する単཯公立高校です。専門科目はもとより普通科目においてもΪ実した学習内
容で、国公立を中心とした᪦ಏ系大学へ進学し、世界の᪦ಏ界で活躍する᪦ಏ家をڼめ、将来幅広く᪦
ಏ専門家として文化の発展に寄与する人の育成を目指します。「٣ಏ」・「֥ಏ（ȔアȎ、ࢅಏ֥、ሥ
ಏ֥、৙ಏ֥）」・「作୺」・「ಏ理」の専攻があります。

専門分野でのリーダーとなれる人材育成を目指し、᫢૰生産やᒬᑶ、造ט、農業םங、ౕ௎ሥ理、ங材
加工、᫢品加工、ᒧ業、バイǪテクȎロジーに関して学習します。実習を通じて主˳的に学び、研究活
動を通じて課題解決能力を育み、企業や関連ׇ˳との連携を通じて社会人基礎力を養成し、希望進路を
実現します。

海 බ 科 学 科
海 බ 工 学 科
海 බ 資 เ 科

普
通
科

普通科目を中心に学習します。興味・関心等に応じたコースの選択と自ဌ選択科目により、幅広く学習
し、大学等への進学をはじめ多様な進路希望に対応します。

人 間 探 究 科
自 然 探 究 科

コンȔュータのȏードǦǧア・ǽフトǦǧア・通信ネットワークなどの情報技術やプログラミングにつ
いて専門的に学び、情報・理工系大学への進学を図ります。専門的知識を身に付けるとともに、論理的
思考力、創造力や高い͒理観を育成し、将来、情報スȚシャリストとして社会で活躍する人材の育成を
目指します。

美 術 工 芸 科

᪦ ಏ 科

ᴕᴦᴷᴈᴚ健康科学科

商業に関する学科

国語、地理ഭӪ・公ൟ、数学、理科、英語などの普通教科・科目を中心に学習します。
コースや選択科目など、Ӳ学校の特ᑥある教育システムにより、興味・関心、能力・ᢘ性、進路希望等に応じた˳系的な学習が可能です。

実習ᑔ（���Ɋ）等のऔまれた学習環境を活用し、ᑋ海運用、海බ᧏発、൦産資เのሥ理・活用、൦産
᫢品のᙌ造・流通等、専門的な知識・技術を身に付けます。関̞機関と連携し専門性をᄶくとともに、
資఍取ࢽにᆢಊ的に取り組みます。関連する職ᆔへの就職や上ኢ学校への進学に対してᄩかな実ጚを上
げています。また、生徒の希望進路の多様化にˤい、様々な分野への進路̬ᨦにも力を入れています。

工業に関する学科

外部଀設におけるʼᜱ実習（Ჭ年間で��日間）と専門科目の学習によりᲭ年間でʼᜱ福祉ٟの国家ᚾ
験Ӗ験資఍を取ࢽできます。ʼᜱ福祉ٟ等、福祉関̞の就職ӏび大学等への進学を目指し、将来は、福
祉のスȚシャリストとして活躍する人材を育成します。

ʼ ᜱ 福 祉 科

ア カ デ ミ ア 科

自 然 科 学 科

京 都 こ す も す 科

スポーツ総合専攻

農業に関する学科

スポーツに関する学校設定科目をӲ学年に設置するなど、１年次から特ᑥある教育課程をዻ成し、個性
の伸長を図るとともにスポーツに関する知識や技能の向上を通じてᇤ技力を伸ばします。大学の関̞学
部への進学にも対応します。

主˳的・ң΁的な学習を通して、マーケティング・マネジメント・会計・ビジネス情報等に関する専門
的な知識や技能を活用できる力を身に付けます。課題解決力・探究力やビジネスマȊーの向上、Ӳᆔ資
఍取ࢽ等の実ោ的な学習により、就職はもとより、大学の関̞学部への進学にも実ጚを上げています。

機఺加工や設計、コンȔュータやエネルǮーの活用、+Q6やロȜット、都ࠊや࡫築に関する専門知識・
技術を身に付けます。נ学中の資఍取ࢽや、就職はもとより、大学の関̞学部への進学にも実ጚを上げ
ています。

総 合 選 択 制

専
門
学
科

そ
の
他
普
通
教

育
を
଀
す
学
科

総合的な探究の時間を中心にᲦӲ教科・科目の授業とᲦ学校設定科目を連関させながらᲦ学校内外の多様な他ᎍとのң΁を重視した探究的な学習を進めます。

未定

※　ˋ和Ჯ年度はذ南高等学校について入学生のѪᨼは行いませǜ。その他普通教育を଀す学科を設置する「᧏࡫高等学校※」としてѪᨼします。

設置高校

　᧏࡫※

よりよい未来の創造を目指し、主˳的にഩみ、成長し続けていける生徒の育成のため、レジリエンシー
のある心の˳࠴を備え、自ら学び考え行動できる生徒の育成を目指す学科です。授業では、自ら問いを
設定し、他ᎍとの対ᛅを中心とした深い学びにより、自分らしく思考しॖ見をまとめ、表現する力を培
います。教育活動の中ఋとなる総合的な探究の時間では、地域や大学、企業等と共にң΁する学びを�
年間ᆢみ重ƶ、学校での学習を基Ⴔとしながら実社会とጟがる探究活動を実଀します。

ᴌᴵᴘᴈᴤᴷᴯᴊᴔᴶᴵᴐᴶ科

理工系大学進学を目指す進学型専門学科です。έ進的଀設・設備を活用して、56'᲻/教育（科学・技
術・工学・デザイン思考・数学の一˳教育）に軸をおいた学習活動を展᧏します。「(�56'#/í（�
年）」では科学技術の基礎的な考え方や技術を学び、「プロジǧクトゼミ（�年）」では応用的な実験
や๫習を行い、将来幅広い᪸域で研究᧏発の中ఋを担う技術ᎍ・研究ᎍを育成します。

ᴤ ᴳ ᴵ ᴛ ᴀ ᴉ 理 数 科

スポーツや健康に関する幅広い知識や技能を科学的・論理的に学習するとともに、その実ោによりス
ポーツȑフǩーマンスの向上を図り、将来、スポーツ・健康を通じて社会に貢献できる人材の育成を目
指します。また、関̞大学や企業との連携授業等を実଀し、˳育・スポーツ系、教Ճ養成系、医ၲჃᜱ
系、生活科学系、࠷δ教育・̬育系など多様な大学への進路実現を図ります。

自然科学に関する考え方やҾ理・法Щ等を、実験・実習を中心にして系統的に学習します。大学との連
携などによるஇέᇢの研究や技術を˳験する機会を通じ「科学する心」を身に付け、新時ˊをリードす
る཯創性や行動力を培います。

μ日制課程

京都府公立高等学校の教育制度 福知山

西舞鶴

山城、日吉ケ丘、
城南菱創、
洛北（スポーツ総合専攻を含む）、
鳥羽（スポーツ総合専攻を含む）、

亀岡（美術・工芸専攻を含む）、

宮津天橋(宮津学舎・加悦谷学舎)、

丹後緑風(網野学舎)

丹後緑風(久美浜学舎)

宮津天橋(宮津学舎)

丹後緑風(網野学舎)

山城

鳥羽

城南菱創

亀岡

丹後緑風(久美浜学舎)

南丹、大江

洛北（中高一貫）

夜間その他特別の時間又は時期において、授業を行う課程です。

学年制
（夜間）

（昼間）

（昼間）

単位制
（夜間） 朱雀、鳥羽、桃山

専門学科 （夜間）

（昼間）

単位制（昼間二部制）

（昼間）

単位制（昼間夜間四部制）

（昼間夜間）

レポートの提出や面接指導、テストにより単位が認定される課程です。

単位制

清明

専門学科

普　　通　　科

家　政　科 北桑田（美山）、福知山（三和）

北桑田（美山）、福知山（三和）

みらいクリエイト科

農 業 に 関 す る 学 科

教 養 科 学 科

桃山

綾部（東）、東舞鶴（浮島）普　　通　　科

グ ロ ー バ ル 科

探 究 文 理 科

文 理 総 合 科

コミュニケーション能力、課題解決力等の国際的素養を身につけ、将来のグロ－バル・リーダーを育成
します。大学・学術機関と連携しながら探究手法を学び、海外大学生・高校生とのフィールドワークや
国内外企業におけるインターンシップ等を通じて、幅広い知識と深い専門性を身につけます。単位制の
特長を活かし、多様な学部・学科に対応した高度な授業を通して、希望進路を実現します。

文系・理系双方の教養を広く身につけた、今後の社会を牽引する資質のある生徒を育成します。自然科
学的、社会科学的テーマ等について、探究、発表する機会を設けています。

文 理 科 学 科

工 業 に 関 す る 学 科

商 業 に 関 す る 学 科

サイエンス科
 高大接続を視野に入れた教育内容や探究活動を中心とする数学、理科の多彩な専門科目と普通教科をバ
ランスよく学習します。高い専門性・幅広い教養・国際性を備えた、グローバル社会で自立して生き抜
く「人」を育てます。

丹後地域の人・産業・文化とつながり学びを深める学習プログラム【丹後知新】により、社会人基礎力
を身に付け、地域や社会に貢献する人材を育成します。個々の課題に寄り添う丁寧な指導で、どの学力
層の生徒の学力も着実に向上させるとともに、地域貢献型の「みらい探究」において、個性を伸ばし、
幅広い能力、豊かな人間性を育てます。学習活動は基本的に少人数で進め、個々の希望進路を実現しま
す。

専門科目や課題研究を通して、地球的・世界的視野と地域的な視野を備え、幅広い教養・学問・研究へ
の関心や探究力などを高め、大学や大学院での学究につなげます。人文・社会科学系統、自然科学系統
を設置しています。

単位制：学校が準備する多くの選択科目の中から興味・関心等に応じて科目を選択し、自分で計画した
　　　　時間割によって学習します。

普　　通　　科
（美術・工芸専攻、スポーツ総合

専攻を含む）

総　合　学　科

普通科目を中心に学習します。自分の興味・関心等に応じた、大学進学等に対応する幅広い科目が準備
されており、多様な進路希望に対応します。
美術・工芸専攻については、１年次より美術・工芸に関する様々な科目の学習・作品制作を通して、個
性の伸長を図ります。国公立大学、私立大学の芸術系・教育系学部への進学にも対応します。
※スポーツ総合専攻については、「学年制」の記載参照

総合的にバランスのとれた人間力を培い、グローバル社会の様々な分野で活躍できるリーダー的人材を
育成します。学問の基礎基本を徹底しながら、大学や高等研究機関と連携して、問題解決学習やフィー
ルドワーク、論文作成やプレゼンテーションなどに取り組み、論理的思考力・英語運用能力・情報活用
能力を鍛えて、大学進学から将来のキャリアを見通した進路希望を実現します。

選択科目として、普通科目、専門科目など多様な科目を準備する中で、大学進学・就職等多様な進路に
対応しています。選択のめやすとして、総合知的探究・人間科学・スポーツ健康・ビジネス情報・テク
ニカル工学（南丹）、公共マネジメント・生活福祉・経営情報・映像デザイン・国際交流・環境サイエ
ンス（大江）の複数の系列を設定しています。

※「学年制」の「工業に関する学科」の記載参照

※「学年制」の「商業に関する学科」の記載参照

※「学年制」の「農業に関する学科」の記載参照

普　　通　　科 京都奏和

設置高校

設置高校

朱雀、西舞鶴

農　業　科

普　　通　　科

商　業　科

専
門
学
科

総　合　学　科

普　　通　　科

清新

理 数 探 究 科

自然科学と人文・社会科学の基礎知識を幅広く養い、物事を多角的に考察できる思考力や豊かな感性、
発想力をそなえ、行動力、課題解決能力、表現力などをはぐくみ、未来社会の創造と発展に寄与する人
材を育成します。医歯薬学部をはじめ、文系・理系幅広く希望進路に対応します。

理科や数学を主軸として、地域・大学と連携した質の高い学習を行うことで、科学的探究力、情報活用
能力を伸ばします。フィールドワーク・実験・観察に加え、探究的な活動を重視した学習により、多面
的な思考力・判断力・表現力を培い、持続可能な社会の構築に貢献する科学技術の担い手を育成しま
す。

専
門
学
科

定時制課程

通信制課程

− 2−



学年制：学校が計画した学年Ɲとの教育課程によって学習します。

設置高校

西城ᨗ、久ࣂ山、綾
部

京都οࠪ

఑、ங津、北桑田、
農芸、᪰知、綾部(東)

京都工学院、田ᡀ、
工業、޻山

京都すばる、ங津

海බ

京都すばる

京都οࠪ(南)

ʊ᚞

京都ؗ߷᪦ಏ

᤾ᬥ美術工芸

野޶ߜ

桃山

ከ野

ؗ߷

西京

京都工学院

京都οࠪ(南)

南ᨗ

高校Ӹの(　　)内は、分校Ӹです。

人 間 科 学 科

ᴓ ᴊ ᴌ ᴵ ᴕ ᴰ ᴓ ᴈ ᴙ 科

設置高校

情 報 科 学 科

創造性を高め、国際感ᙾを身に付ける様々な授業により一人一人のॖഒや行動力にᄶきをかけ、文化、
学術の᪸域でこれからの日本を担っていくリーダーを育てます。自然科学、社会科学に関するᜂ現ᝋや
Ҿ理を実験や実習によって深めながら、系統的・探究的に学び、大学での研究の礎を造ります。

教育・福祉・Ⴣᜱ・医ၲ系の大学等への進学を目指している生徒を対ᝋとして、将来、「人のԡに関ǘ
る職業」で活躍する人材を育成します。豊݈な対人ੲяに関する˳験授業で人間関̞力を伸ばし、進学
に向けて「ᄩかな学力」を身につけることで、ٹをӬえるための「人間力」を育みます。

社会に貢献し活躍できる「グローバルリーダー」を育成する学科です。そのため、自分の可能性や力を
どのような࢟で生かすのかを大きな視ໜで考える「グローバルキャリア教育」を通して、ȁャレンジች
ᅕを高め、創造的コミュニケーション力、コラȜレーション力を伸ばします。「自然科学系コース」、
「社会科学系コース」のᲬつの専門コースを設置し、理系・文系ともにあらǏる分野の大学学部への進
学希望の実現を目指します。

探究心・創造性・཯創性を備えた科学・文化の担い手、また、ᑣ識ある社会の担い手の育成を目指し、
人間の文化・社会・行動、自然の現ᝋ・Ҿ理・法Щ等について探究する能力と७度を養う学科です。大
学での高度な専門研究に向けた基礎能力と幅広い教養を培うとともに、生徒一人ƻとりの学力の伸長を
図り、「ᢒい未来」につながる「ᡈい未来」としての大学・学部への進学希望の実現をめƟします。

自ဌ᧧ᢋなᜭ論ができ、将来はアカデミックな知識・技能を用いて国際社会に貢献する人物を育成する
学科です。)%'&（)NQDCN %KVK\GPUJKR教育）に取り組み、自分と世界をኽびつける探究活動、Ȧネス
コスクールとしてのီ文化理解・交流活動、世界とコミュニケーションをとるためのᚕ語能力を育成す
る授業を実଀しています。「人文・社会科学コース（文系）」、「自然科学コース（理系）」を設置
し、大学進学において、あらǏる分野への希望進路の実現を目指します。

専̲コース（自然科学系統）はᲭ年間一貫の理数コースで、理学、工学、医・歯・薬学などの自然科学
分野の研究に連ኽする高度な学習をします。共̲コースは１年次に文理共通のカリキュラムで学び、Წ
年次から「自然科学系統」と「人間科学系統」に分かれて、それƧれの専門性を生かした高度な学習を
します。ɲコースともに将来グローバル社会のリーダーとして社会貢献できる人材を育成します。

京都をはじめ、国内や世界の芸術分野・産業分野で活躍するҡ業生を多く᠚出している、美術工芸科単
཯の公立高校です。自ဌࣛ活な校風のもと、多様性をݭ重し、美のችᅕをもって「感じる心」「考える
力」「表現する力」を学びます。「日本画・බ画・ࢤЦ・๦芸・ᨓ芸・௨ጢ・デザイン・フǡッション
アート」の�専攻からなる実習授業で専門性を深めるとともに、探究的な学びや普通教科にも力を入
れ、社会で活躍できる総合的な力を育成します。

μ国で՗一の᪦ಏに関する単཯公立高校です。専門科目はもとより普通科目においてもΪ実した学習内
容で、国公立を中心とした᪦ಏ系大学へ進学し、世界の᪦ಏ界で活躍する᪦ಏ家をڼめ、将来幅広く᪦
ಏ専門家として文化の発展に寄与する人の育成を目指します。「٣ಏ」・「֥ಏ（ȔアȎ、ࢅಏ֥、ሥ
ಏ֥、৙ಏ֥）」・「作୺」・「ಏ理」の専攻があります。

専門分野でのリーダーとなれる人材育成を目指し、᫢૰生産やᒬᑶ、造ט、農業םங、ౕ௎ሥ理、ங材
加工、᫢品加工、ᒧ業、バイǪテクȎロジーに関して学習します。実習を通じて主˳的に学び、研究活
動を通じて課題解決能力を育み、企業や関連ׇ˳との連携を通じて社会人基礎力を養成し、希望進路を
実現します。

海 බ 科 学 科
海 බ 工 学 科
海 බ 資 เ 科

普
通
科

普通科目を中心に学習します。興味・関心等に応じたコースの選択と自ဌ選択科目により、幅広く学習
し、大学等への進学をはじめ多様な進路希望に対応します。

人 間 探 究 科
自 然 探 究 科

コンȔュータのȏードǦǧア・ǽフトǦǧア・通信ネットワークなどの情報技術やプログラミングにつ
いて専門的に学び、情報・理工系大学への進学を図ります。専門的知識を身に付けるとともに、論理的
思考力、創造力や高い͒理観を育成し、将来、情報スȚシャリストとして社会で活躍する人材の育成を
目指します。

美 術 工 芸 科

᪦ ಏ 科

ᴕᴦᴷᴈᴚ健康科学科

商業に関する学科

国語、地理ഭӪ・公ൟ、数学、理科、英語などの普通教科・科目を中心に学習します。
コースや選択科目など、Ӳ学校の特ᑥある教育システムにより、興味・関心、能力・ᢘ性、進路希望等に応じた˳系的な学習が可能です。

実習ᑔ（���Ɋ）等のऔまれた学習環境を活用し、ᑋ海運用、海බ᧏発、൦産資เのሥ理・活用、൦産
᫢品のᙌ造・流通等、専門的な知識・技術を身に付けます。関̞機関と連携し専門性をᄶくとともに、
資఍取ࢽにᆢಊ的に取り組みます。関連する職ᆔへの就職や上ኢ学校への進学に対してᄩかな実ጚを上
げています。また、生徒の希望進路の多様化にˤい、様々な分野への進路̬ᨦにも力を入れています。

工業に関する学科

外部଀設におけるʼᜱ実習（Ჭ年間で��日間）と専門科目の学習によりᲭ年間でʼᜱ福祉ٟの国家ᚾ
験Ӗ験資఍を取ࢽできます。ʼᜱ福祉ٟ等、福祉関̞の就職ӏび大学等への進学を目指し、将来は、福
祉のスȚシャリストとして活躍する人材を育成します。

ʼ ᜱ 福 祉 科

ア カ デ ミ ア 科

自 然 科 学 科

京 都 こ す も す 科

スポーツ総合専攻

農業に関する学科

スポーツに関する学校設定科目をӲ学年に設置するなど、１年次から特ᑥある教育課程をዻ成し、個性
の伸長を図るとともにスポーツに関する知識や技能の向上を通じてᇤ技力を伸ばします。大学の関̞学
部への進学にも対応します。

主˳的・ң΁的な学習を通して、マーケティング・マネジメント・会計・ビジネス情報等に関する専門
的な知識や技能を活用できる力を身に付けます。課題解決力・探究力やビジネスマȊーの向上、Ӳᆔ資
఍取ࢽ等の実ោ的な学習により、就職はもとより、大学の関̞学部への進学にも実ጚを上げています。

機఺加工や設計、コンȔュータやエネルǮーの活用、+Q6やロȜット、都ࠊや࡫築に関する専門知識・
技術を身に付けます。נ学中の資఍取ࢽや、就職はもとより、大学の関̞学部への進学にも実ጚを上げ
ています。

総 合 選 択 制

専
門
学
科

そ
の
他
普
通
教

育
を
଀
す
学
科

総合的な探究の時間を中心にᲦӲ教科・科目の授業とᲦ学校設定科目を連関させながらᲦ学校内外の多様な他ᎍとのң΁を重視した探究的な学習を進めます。

未定

※　ˋ和Ჯ年度はذ南高等学校について入学生のѪᨼは行いませǜ。その他普通教育を଀す学科を設置する「᧏࡫高等学校※」としてѪᨼします。

設置高校

　᧏࡫※

よりよい未来の創造を目指し、主˳的にഩみ、成長し続けていける生徒の育成のため、レジリエンシー
のある心の˳࠴を備え、自ら学び考え行動できる生徒の育成を目指す学科です。授業では、自ら問いを
設定し、他ᎍとの対ᛅを中心とした深い学びにより、自分らしく思考しॖ見をまとめ、表現する力を培
います。教育活動の中ఋとなる総合的な探究の時間では、地域や大学、企業等と共にң΁する学びを�
年間ᆢみ重ƶ、学校での学習を基Ⴔとしながら実社会とጟがる探究活動を実଀します。

ᴌᴵᴘᴈᴤᴷᴯᴊᴔᴶᴵᴐᴶ科

理工系大学進学を目指す進学型専門学科です。έ進的଀設・設備を活用して、56'᲻/教育（科学・技
術・工学・デザイン思考・数学の一˳教育）に軸をおいた学習活動を展᧏します。「(�56'#/í（�
年）」では科学技術の基礎的な考え方や技術を学び、「プロジǧクトゼミ（�年）」では応用的な実験
や๫習を行い、将来幅広い᪸域で研究᧏発の中ఋを担う技術ᎍ・研究ᎍを育成します。

ᴤ ᴳ ᴵ ᴛ ᴀ ᴉ 理 数 科

スポーツや健康に関する幅広い知識や技能を科学的・論理的に学習するとともに、その実ោによりス
ポーツȑフǩーマンスの向上を図り、将来、スポーツ・健康を通じて社会に貢献できる人材の育成を目
指します。また、関̞大学や企業との連携授業等を実଀し、˳育・スポーツ系、教Ճ養成系、医ၲჃᜱ
系、生活科学系、࠷δ教育・̬育系など多様な大学への進路実現を図ります。

自然科学に関する考え方やҾ理・法Щ等を、実験・実習を中心にして系統的に学習します。大学との連
携などによるஇέᇢの研究や技術を˳験する機会を通じ「科学する心」を身に付け、新時ˊをリードす
る཯創性や行動力を培います。

μ日制課程

京都府公立高等学校の教育制度 福知山

西舞鶴

山城、日吉ケ丘、
城南菱創、
洛北（スポーツ総合専攻を含む）、
鳥羽（スポーツ総合専攻を含む）、

亀岡（美術・工芸専攻を含む）、

宮津天橋(宮津学舎・加悦谷学舎)、

丹後緑風(網野学舎)

丹後緑風(久美浜学舎)

宮津天橋(宮津学舎)

丹後緑風(網野学舎)

山城

鳥羽

城南菱創

亀岡

丹後緑風(久美浜学舎)

南丹、大江

洛北（中高一貫）

夜間その他特別の時間又は時期において、授業を行う課程です。

学年制
（夜間）

（昼間）

（昼間）

単位制
（夜間） 朱雀、鳥羽、桃山

専門学科 （夜間）

（昼間）

単位制（昼間二部制）

（昼間）

単位制（昼間夜間四部制）

（昼間夜間）

レポートの提出や面接指導、テストにより単位が認定される課程です。

単位制

清明

専門学科

普　　通　　科

家　政　科 北桑田（美山）、福知山（三和）

北桑田（美山）、福知山（三和）

みらいクリエイト科

農 業 に 関 す る 学 科

教 養 科 学 科

桃山

綾部（東）、東舞鶴（浮島）普　　通　　科

グ ロ ー バ ル 科

探 究 文 理 科

文 理 総 合 科

コミュニケーション能力、課題解決力等の国際的素養を身につけ、将来のグロ－バル・リーダーを育成
します。大学・学術機関と連携しながら探究手法を学び、海外大学生・高校生とのフィールドワークや
国内外企業におけるインターンシップ等を通じて、幅広い知識と深い専門性を身につけます。単位制の
特長を活かし、多様な学部・学科に対応した高度な授業を通して、希望進路を実現します。

文系・理系双方の教養を広く身につけた、今後の社会を牽引する資質のある生徒を育成します。自然科
学的、社会科学的テーマ等について、探究、発表する機会を設けています。

文 理 科 学 科

工 業 に 関 す る 学 科

商 業 に 関 す る 学 科

サイエンス科
 高大接続を視野に入れた教育内容や探究活動を中心とする数学、理科の多彩な専門科目と普通教科をバ
ランスよく学習します。高い専門性・幅広い教養・国際性を備えた、グローバル社会で自立して生き抜
く「人」を育てます。

丹後地域の人・産業・文化とつながり学びを深める学習プログラム【丹後知新】により、社会人基礎力
を身に付け、地域や社会に貢献する人材を育成します。個々の課題に寄り添う丁寧な指導で、どの学力
層の生徒の学力も着実に向上させるとともに、地域貢献型の「みらい探究」において、個性を伸ばし、
幅広い能力、豊かな人間性を育てます。学習活動は基本的に少人数で進め、個々の希望進路を実現しま
す。

専門科目や課題研究を通して、地球的・世界的視野と地域的な視野を備え、幅広い教養・学問・研究へ
の関心や探究力などを高め、大学や大学院での学究につなげます。人文・社会科学系統、自然科学系統
を設置しています。

単位制：学校が準備する多くの選択科目の中から興味・関心等に応じて科目を選択し、自分で計画した
　　　　時間割によって学習します。

普　　通　　科
（美術・工芸専攻、スポーツ総合

専攻を含む）

総　合　学　科

普通科目を中心に学習します。自分の興味・関心等に応じた、大学進学等に対応する幅広い科目が準備
されており、多様な進路希望に対応します。
美術・工芸専攻については、１年次より美術・工芸に関する様々な科目の学習・作品制作を通して、個
性の伸長を図ります。国公立大学、私立大学の芸術系・教育系学部への進学にも対応します。
※スポーツ総合専攻については、「学年制」の記載参照

総合的にバランスのとれた人間力を培い、グローバル社会の様々な分野で活躍できるリーダー的人材を
育成します。学問の基礎基本を徹底しながら、大学や高等研究機関と連携して、問題解決学習やフィー
ルドワーク、論文作成やプレゼンテーションなどに取り組み、論理的思考力・英語運用能力・情報活用
能力を鍛えて、大学進学から将来のキャリアを見通した進路希望を実現します。

選択科目として、普通科目、専門科目など多様な科目を準備する中で、大学進学・就職等多様な進路に
対応しています。選択のめやすとして、総合知的探究・人間科学・スポーツ健康・ビジネス情報・テク
ニカル工学（南丹）、公共マネジメント・生活福祉・経営情報・映像デザイン・国際交流・環境サイエ
ンス（大江）の複数の系列を設定しています。

※「学年制」の「工業に関する学科」の記載参照

※「学年制」の「商業に関する学科」の記載参照

※「学年制」の「農業に関する学科」の記載参照

普　　通　　科 京都奏和

設置高校

設置高校

朱雀、西舞鶴

農　業　科

普　　通　　科

商　業　科

専
門
学
科

総　合　学　科

普　　通　　科

清新

理 数 探 究 科

自然科学と人文・社会科学の基礎知識を幅広く養い、物事を多角的に考察できる思考力や豊かな感性、
発想力をそなえ、行動力、課題解決能力、表現力などをはぐくみ、未来社会の創造と発展に寄与する人
材を育成します。医歯薬学部をはじめ、文系・理系幅広く希望進路に対応します。

理科や数学を主軸として、地域・大学と連携した質の高い学習を行うことで、科学的探究力、情報活用
能力を伸ばします。フィールドワーク・実験・観察に加え、探究的な活動を重視した学習により、多面
的な思考力・判断力・表現力を培い、持続可能な社会の構築に貢献する科学技術の担い手を育成しま
す。

専
門
学
科

定時制課程

通信制課程
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保護者の住所により志願できる学校､学科が異なります。
次の表は、昨年度実施した令和４年度入学者選抜に関する資料をもとに作成しています。
令和５年度入学者選抜の詳細については、「令和５年度京都府公立高等学校入学者選抜要項」で公表します。

▼普通科等 ▼専門学科

スポーツ総合専攻(単位制)

宮津天橋（宮津学舎） 単 位 制 植物クリエイト 注３

宮津天橋（加悦谷学舎） 単 位 制 園芸ビジネス 注３

峰 山 普 通 木 津 システム園芸
丹後緑風（網野学舎） 単 位 制 北 桑 田 京都フォレスト

普 通 農業学科群
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 （農業生産、園芸技術、環境創造）

福 知 山 普 通 須 知 食品科学
東 舞 鶴 普 通 農業 注４

西 舞 鶴 普 通 園芸 注４

北 桑 田 普 通 農芸化学
単 位 制 丹後緑風（久美浜学舎） アグリサイエンス（単位制）
美術・工芸専攻(単位制) 京 都 工 学 院 プロジェクト工学

園 部 普 通 工学探究
須 知 普 通 機械技術
山 城 単 位 制 電気技術
鴨 沂 普 通 自動車

単 位 制 機械テクノロジー
スポーツ総合専攻(単位制) ロボット技術

北 稜 普 通 電気テクノロジー
朱 雀 普 通 環境デザイン
洛 東 普 通 情報テクノロジー

単 位 制 宮津天橋（宮津学舎） 建築（単位制）
スポーツ総合専攻(単位制) 峰 山 機械創造

嵯 峨 野 普 通 起業創造
北 嵯 峨 普 通 企画

桂 普 通 木 津 情報企画
洛 西 普 通 丹後緑風（網野学舎） 企画経営（単位制）
桃 山 普 通 海洋学科群
東 稜 普 通 （海洋科学、海洋工学、海洋資源）

洛 水 普 通 情 報 京 都 す ば る 情報科学
向 陽 普 通 福 祉 京 都 八 幡 （ 南 ） 介護福祉
乙 訓 普 通 体 育 乙 訓 スポーツ健康科学
西 乙 訓 普 通 音 楽 京 都 堀 川 音 楽 音楽
紫 野 普 通 美 術 銅 駝 美 術 工 芸 ※ 美術工芸
堀 川 普 通 山 城 文理総合（単位制）
日 吉 ケ 丘 単 位 制 鳥 羽 グローバル（単位制）
開 建 ※ そ の 他 普 通 嵯 峨 野 京都こすもす
東 宇 治 普 通 桃 山 自然科学
莵 道 普 通 紫 野 アカデミア
城 南 菱 創 単 位 制 探究学科群
城 陽 普 通 (人間探究・自然探究)

普 通 西 京 エンタープライジング
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 京 都 工 学 院 フロンティア理数

京 都 八 幡 総 合 選 択 制 城 南 菱 創 教養科学（単位制）
普 通 京 都 八 幡 （ 南 ） 人間科学
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 南 陽 サイエンスリサーチ

田 辺 普 通 亀 岡 探究文理（単位制）
木 津 普 通 福 知 山 文理科学
南 陽 普 通 西 舞 鶴 理数探究

丹後緑風（久美浜学舎） みらいクリエイト（単位制）

▼総合学科（単位制）
学 科 名

総 合 学 科

地 域 創 生大　　　江

水 産

府内全域

府内全域

・　　　　　　　は通学区域、　　　　　　　は調整の対象となる通学区域を表し、いずれの
　地域（通学圏）からも志願できます。
・口丹・中丹・丹後通学圏の普通科の前期選抜では、口丹・中丹・丹後通学圏のどの
　通学圏からも志願できます。
注１　北桑田高校普通科の前期選抜では、京都市・乙訓通学圏からも志願できます。
　　　中期選抜では、口丹通学圏からの志願となります。
注２　東宇治高校普通科の前期選抜では、京都市・乙訓通学圏からも志願できます。
　　　中期選抜では、山城通学圏からの志願となります。

京
都
市
・
乙
訓

南　　　丹

西 城 陽

▼定時制・通信制については、府内全域から志願できます。

※開建高等学校は令和５年４月１日に開校します。
　　（塔南高等学校については、入学生の募集は行いません。）
※銅駝美術工芸高等学校は令和５年４月１日に美術工芸高等学校に改称します。

堀 川

海 洋

京 都 す ば る

工 業

予定

そ
の
他
の
専
門
学
科

農 芸

綾 部 （ 東 ）
注１

亀 岡

農
　
　
業

桂

工
　
　
業

田 辺

山
城

注２

京

都

市

・

山

城

通

学

圏

高　校　名

高校名（学舎名）

普 通 科

そ の 他 普 通 科

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻

美 術 ・ 工 芸 専 攻

総 合 選 択 制

単 位 制

丹

後

通

学

圏

中

丹

通

学

圏

口

丹

通

学

圏

丹
後

口
丹

中
丹

志願できる地域

地
域

・　　　　　　　は通学区域、　　　　　　　は調整の対象となる通学区域を表し、いずれの地域（通学圏）からも志願
　できます。
注３　京都市（京都京北小中学校区に限る。）、亀岡市、南丹市（園部中学校、八木中学校及び美山中学校区に限
　　　る。）のみ可
注４　南丹市（殿田中学校区に限る。）、京丹波町のみ可

乙

訓

通

学

圏

洛 北

鳥 羽

　
　　　　　　　　　　　通学圏

 学科名
高校名（学舎・分校名）

学
科
の
区
分

京

都

市

・

山

城

通

学

圏

乙

訓

通

学

圏

丹

後

通

学

圏

中

丹

通

学

圏

口

丹

通

学

圏

商
　
業

久 御 山

綾 部

通学圏（地域）別 志願できる学科（全日制）
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保護者の住所により志願できる学校､学科が異なります。
次の表は、昨年度実施した令和４年度入学者選抜に関する資料をもとに作成しています。
令和５年度入学者選抜の詳細については、「令和５年度京都府公立高等学校入学者選抜要項」で公表します。

▼普通科等 ▼専門学科

スポーツ総合専攻(単位制)

宮津天橋（宮津学舎） 単 位 制 植物クリエイト 注３

宮津天橋（加悦谷学舎） 単 位 制 園芸ビジネス 注３

峰 山 普 通 木 津 システム園芸
丹後緑風（網野学舎） 単 位 制 北 桑 田 京都フォレスト

普 通 農業学科群
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 （農業生産、園芸技術、環境創造）

福 知 山 普 通 須 知 食品科学
東 舞 鶴 普 通 農業 注４

西 舞 鶴 普 通 園芸 注４

北 桑 田 普 通 農芸化学
単 位 制 丹後緑風（久美浜学舎） アグリサイエンス（単位制）
美術・工芸専攻(単位制) 京 都 工 学 院 プロジェクト工学

園 部 普 通 工学探究
須 知 普 通 機械技術
山 城 単 位 制 電気技術
鴨 沂 普 通 自動車

単 位 制 機械テクノロジー
スポーツ総合専攻(単位制) ロボット技術

北 稜 普 通 電気テクノロジー
朱 雀 普 通 環境デザイン
洛 東 普 通 情報テクノロジー

単 位 制 宮津天橋（宮津学舎） 建築（単位制）
スポーツ総合専攻(単位制) 峰 山 機械創造

嵯 峨 野 普 通 起業創造
北 嵯 峨 普 通 企画

桂 普 通 木 津 情報企画
洛 西 普 通 丹後緑風（網野学舎） 企画経営（単位制）
桃 山 普 通 海洋学科群
東 稜 普 通 （海洋科学、海洋工学、海洋資源）

洛 水 普 通 情 報 京 都 す ば る 情報科学
向 陽 普 通 福 祉 京 都 八 幡 （ 南 ） 介護福祉
乙 訓 普 通 体 育 乙 訓 スポーツ健康科学
西 乙 訓 普 通 音 楽 京 都 堀 川 音 楽 音楽
紫 野 普 通 美 術 銅 駝 美 術 工 芸 ※ 美術工芸
堀 川 普 通 山 城 文理総合（単位制）
日 吉 ケ 丘 単 位 制 鳥 羽 グローバル（単位制）
開 建 ※ そ の 他 普 通 嵯 峨 野 京都こすもす
東 宇 治 普 通 桃 山 自然科学
莵 道 普 通 紫 野 アカデミア
城 南 菱 創 単 位 制 探究学科群
城 陽 普 通 (人間探究・自然探究)

普 通 西 京 エンタープライジング
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 京 都 工 学 院 フロンティア理数

京 都 八 幡 総 合 選 択 制 城 南 菱 創 教養科学（単位制）
普 通 京 都 八 幡 （ 南 ） 人間科学
ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻 南 陽 サイエンスリサーチ

田 辺 普 通 亀 岡 探究文理（単位制）
木 津 普 通 福 知 山 文理科学
南 陽 普 通 西 舞 鶴 理数探究

丹後緑風（久美浜学舎） みらいクリエイト（単位制）

▼総合学科（単位制）
学 科 名

総 合 学 科

地 域 創 生大　　　江

水 産

府内全域

府内全域

・　　　　　　　は通学区域、　　　　　　　は調整の対象となる通学区域を表し、いずれの
　地域（通学圏）からも志願できます。
・口丹・中丹・丹後通学圏の普通科の前期選抜では、口丹・中丹・丹後通学圏のどの
　通学圏からも志願できます。
注１　北桑田高校普通科の前期選抜では、京都市・乙訓通学圏からも志願できます。
　　　中期選抜では、口丹通学圏からの志願となります。
注２　東宇治高校普通科の前期選抜では、京都市・乙訓通学圏からも志願できます。
　　　中期選抜では、山城通学圏からの志願となります。

京
都
市
・
乙
訓

南　　　丹

西 城 陽

▼定時制・通信制については、府内全域から志願できます。

※開建高等学校は令和５年４月１日に開校します。
　　（塔南高等学校については、入学生の募集は行いません。）
※銅駝美術工芸高等学校は令和５年４月１日に美術工芸高等学校に改称します。

堀 川

海 洋

京 都 す ば る

工 業

予定

そ
の
他
の
専
門
学
科

農 芸

綾 部 （ 東 ）
注１

亀 岡

農
　
　
業

桂

工
　
　
業

田 辺

山
城

注２

京

都

市

・

山

城

通

学

圏

高　校　名

高校名（学舎名）

普 通 科

そ の 他 普 通 科

ｽ ﾎ ﾟ ｰ ﾂ 総 合 専 攻

美 術 ・ 工 芸 専 攻

総 合 選 択 制

単 位 制

丹

後

通

学

圏

中

丹

通

学

圏

口

丹

通

学

圏

丹
後

口
丹

中
丹

志願できる地域

地
域

・　　　　　　　は通学区域、　　　　　　　は調整の対象となる通学区域を表し、いずれの地域（通学圏）からも志願
　できます。
注３　京都市（京都京北小中学校区に限る。）、亀岡市、南丹市（園部中学校、八木中学校及び美山中学校区に限
　　　る。）のみ可
注４　南丹市（殿田中学校区に限る。）、京丹波町のみ可

乙

訓

通

学

圏

洛 北

鳥 羽

　
　　　　　　　　　　　通学圏

 学科名
高校名（学舎・分校名）

学
科
の
区
分

京

都

市

・

山

城

通

学

圏

乙

訓

通

学

圏

丹

後

通

学

圏

中

丹

通

学

圏

口

丹

通

学

圏

商
　
業

久 御 山

綾 部

通学圏（地域）別 志願できる学科（全日制）
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※

前期選抜（ ）

概　　要

。

●

●

●検査項目と選抜方式

選抜方式
検査項目

Ａ方式 Ｂ方式 Ｃ方式

共通学力検査（国語・数学・英語）又は高等学校が独自に

作成する学力検査の中から合わせて５教科以内
必須 必須

報告書 必須 必須 必須

面接、作文（小論文）のいずれか１項目又は両方 必須 必須 必須

活動実績報告書 注 選択 注 選択

実技検査 必須

注　

特別入学者選抜 選抜ごとに出願資格や実施校（学科）、募集人数等を定めます。

● ւ֎ۈ຿ऀঁࢠࠃؼಛผೖ学ऀ選抜

●中ঁࢠࣇݽࠃؼࠃಛผೖ学ऀ選抜

● ಛผೖ学ऀ選抜

●௕期ܽ੮ऀಛผೖ学ऀ選抜

抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ、
●京都府立清明高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●京都府立清৽高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●京都市立京都奏和高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●શࠃ෦׆ಈಛผೖ学ऀ選抜

●

●

●

必須

定時制を除く

ʻग़֨ࢿئʼɹऴઓ前

ɹɹʻ選

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ໘઀、࡞จ

ʻग़֨ࢿئʼɹෆొ校ݧܦの͋るऀ΍、ߦಈ΍ೝ஌のಛੑにΑΓ学びにࠔΓ͕͋るऀ等、学び௚͠をඞཁとするऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀

ʻग़֨ࢿئʼɹλ学後、КにܭǊǔᢿ෇ѣǁьλすǔƜƱƳƲ

ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࣮ٕ検査、

͔ΒҾ͖ଓ͖中ࠃに͠ॅډていͨऀͰ、ऴઓޙॳΊてӬॅの໨తを

抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ɹɹʻ選

募集学科

全日制課程のすべての学科、定時制課程（昼間）の農業及び家庭に関する学科

募集人員

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ʻ選ɹɹ抜ʼɹී௨科ɿڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ઐ໳学科ɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ʻग़֨ࢿئʼɹ清明高等学校Ͱの学श等に取Γ૊Ήҙ͕ࢤ明֬Ͱ͋るऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ̖ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ、

̗ํࣜɿ໘઀、࡞จ

ʻग़֨ࢿئʼɹ清৽高等学校Ͱの学श等に取Γ૊Ήҙ͕ࢤ明֬Ͱ͋るऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ̖ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

̗ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ

− 6−



※

前期選抜（ ）

概　　要

。

●

●

●検査項目と選抜方式

選抜方式
検査項目

Ａ方式 Ｂ方式 Ｃ方式

共通学力検査（国語・数学・英語）又は高等学校が独自に

作成する学力検査の中から合わせて５教科以内
必須 必須

報告書 必須 必須 必須

面接、作文（小論文）のいずれか１項目又は両方 必須 必須 必須

活動実績報告書 注 選択 注 選択

実技検査 必須

注　

特別入学者選抜 選抜ごとに出願資格や実施校（学科）、募集人数等を定めます。

● ւ֎ۈ຿ऀঁࢠࠃؼಛผೖ学ऀ選抜

●中ঁࢠࣇݽࠃؼࠃಛผೖ学ऀ選抜

● ಛผೖ学ऀ選抜

●௕期ܽ੮ऀಛผೖ学ऀ選抜

抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ、
●京都府立清明高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●京都府立清৽高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●京都市立京都奏和高等学校ಛผೖ学ऀ選抜

●શࠃ෦׆ಈಛผೖ学ऀ選抜

●

●

●

必須

定時制を除く

ʻग़֨ࢿئʼɹऴઓ前

ɹɹʻ選

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ໘઀、࡞จ

ʻग़֨ࢿئʼɹෆొ校ݧܦの͋るऀ΍、ߦಈ΍ೝ஌のಛੑにΑΓ学びにࠔΓ͕͋るऀ等、学び௚͠をඞཁとするऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀

ʻग़֨ࢿئʼɹλ学後、КにܭǊǔᢿ෇ѣǁьλすǔƜƱƳƲ

ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࣮ٕ検査、

͔ΒҾ͖ଓ͖中ࠃに͠ॅډていͨऀͰ、ऴઓޙॳΊてӬॅの໨తを

抜ʼɹڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ɹɹʻ選

募集学科

全日制課程のすべての学科、定時制課程（昼間）の農業及び家庭に関する学科

募集人員

ʻग़֨ࢿئʼɹ
ʻ選ɹɹ抜ʼɹී௨科ɿڞ௨学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ઐ໳学科ɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

ʻग़֨ࢿئʼɹ清明高等学校Ͱの学श等に取Γ૊Ήҙ͕ࢤ明֬Ͱ͋るऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ̖ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ、

̗ํࣜɿ໘઀、࡞จ

ʻग़֨ࢿئʼɹ清৽高等学校Ͱの学श等に取Γ૊Ήҙ͕ࢤ明֬Ͱ͋るऀͳͲ
ɹɹʻ選ɹɹ抜ʼɹ̖ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、

̗ํࣜɿಠࣗ学力検査ʢޠࠃɾ਺学ɾӳޠʣ、໘઀、࡞จ

中期選抜
概　　要

募集学科
●前期選抜において募集定員の 100％を募集する学科等、京都府立清明高等学校及び京都市立京都

奏和高等学校を除くすべての学科

募集人員
ます。

※

合格 
（各高校の中期選抜募集人員の90%以内）

（ ）
合格

学力検査

５教科　２００点
● 実施5教科　（国語、社会、数学、理科、英語）

後期選抜
概　　要

●報告書、学力検査

●「後期選抜」を実施後の３月下旬に選抜を行います。

●学力検査は実施せず、必要に応じて面接を実施し、報告書等により選抜を行います。

●

●

●

第１志望不合格

第２志望へ
第1志望優先で合格者を決めた後、なおその学科に
欠員がある場合、第2志望で選抜

中期選抜における報告書の評定と学力検査の取扱い
報告書

９教科　全学年の評定　１９５点（ ）

第1順位の選抜で
合格範囲外の人

＋
他校の第1順位の選抜で

合格範囲外となった
第2順位希望者

ステップ２
第1順位校及び第2順位校

各高校の中期選抜 募集人員から
ステップ１で合格した人数を除く人員

（各教科5点）×（評定を2倍）×（4教科）×（3学年分） = 120点 （  ）

5教科　（国語、社会、数学、理科、英語）

4教科　（音楽、美術、保健体育、技術・家庭）

●
（各教科40点）×（5教科） = 200点

選抜方法

※ 学力検査　　各教科30点の合計90点

通信制の課程

（各教科5点）×（5教科）×（3学年分）= 75点（    ）

●

選抜方法（全日制課程）
ステップ
第1順位校

※ステップ2で第1順位校及び第2
順位校の双方ともに合格範囲内
となった人は第1順位校で合格

入
学
校
決
定

判
定

判
定

●
●
●

●
●
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㻌　䕻　募集๭ྜは、ྛ学科➼の募集ᐃ員に༨䜑る๭ྜです。

㻌　䕻　ඹ㏻学ຊ᳨ᰝは1㻡0Ⅼ䠄ᅜ㻡0Ⅼ、ᩘ㻡0Ⅼ、ⱥ㻡0Ⅼ䠅、ሗ࿌᭩は1㻟㻡Ⅼ䠄୰学校䠏ᖺ㛫のホᐃのྜィ䠅をᇶᮏと䛧て、㓄Ⅼ

㻌　　ẚ⋡を♧䛧てい䜎す。㻌

全日制「普通科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 48 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：160

Ａ１ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

Ａ１ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：130

Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 15

Ｂ 24 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135： 65

Ａ 40 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 45

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：165

Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 36 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：150

Ａ１ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

30% Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 42 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

Ｂ 42 ■ ■ ■ ■ 　：②：他＝　   135：270

Ａ 42 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 42 ■ ■ ■ ■ 　  ②：他＝　   135：200

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 95

Ａ 45 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 27 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：210

Ａ 30 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：210

Ａ 30 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：150

Ａ１ 36 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

30% Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

30% Ａ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 52 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■ 　　②：他＝　 　135：160

Ａ１ 45 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 15

Ａ２ 15 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：180

①学力検査：②報告書：他の項目
（③面接、④作文（小論文）、⑤活
動実績報告書）

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

紫    野 30%

㻌㻌※௧和䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙㛤校する㛤ᘓ高➼学校のලయⓗ䛺ෆᐜについては、᳨ウ୰です。

　㻌䕻　㓄Ⅼẚ⋡ḍの䛂௚䛃は、䛂௚の㡯┠䛃を⾲䛧、䛂㠃᥋䛃、䛂సᩥ䠄ᑠㄽᩥ䠅䛃、䛂άືᐇ⦼ሗ࿌᭩䛃の䛖䛱、ᐇ᪋する᳨ᰝ㡯┠

①

検査項目
他の項目

㻌　　☜ᐃ䛧たෆᐜは、䛂௧和䠑ᖺᗘி㒔ᗓබ❧高➼学校ධ学⪅㑅ᢤᴫせ及び๓ᮇ㑅ᢤ➼ᐇ᪋せ㡯䛃でබ⾲䛧䜎す。

配点比率

　㻌䕻　䖃はඹ㏻学ຊ᳨ᰝ、䖂は高校䛜⊂⮬にၥ㢟をసᡂする学ຊ᳨ᰝ、䕔は学ຊ᳨ᰝ௨እのᐇ᪋㡯┠を⾲䛧䜎す。学ຊ
　　㻌᳨ᰝḍの䛂ᑓ䛃は、そのᑓ㛛学科に㛵する学ຊを䜏る᳨ᰝです。

　　㻌をあ䜟せた㓄Ⅼẚ⋡を♧䛧てい䜎す。

30%

30%

30%

地
域

高校名（学舎名）

募
集
割
合

選
抜
方
式

京
都
ᕷ
・
எ
カ ὜    西

᱇

北 嵯 峨

嵯 峨 野

山　　城
[単位制]

鳥　　羽
[単位制]

὜    ᮾ

北    ⛸

὜    北
[単位制]

㬞    ỹ

எ　　カ

30%

30%

30%

30%

30%

30%

30%

30%

　記載内容は、昨年度実施した令和４年度入学者選抜に関する資料をもとに作成しています。令和５年度入学者選抜（前期選抜）の

ᮒ    㞛 30%

詳細については、「令和５年度京都府公立高等学校入学者選抜概要及び前期選抜等実施要項」で公表します。

30%

学力検査

ᮾ    ⛸

桃    山

᪥ྜྷୣࢣ
[単位制]

堀    川

西 எ カ

ྥ    陽

὜    Ỉ

募
集
人
員
（

人
）

30%

๓ᮇ選抜等᳨ࡢᰝ㡯┠࡜㓄Ⅼẚ⋡㸦᫖ᖺᗘࡢ≧ἣ㸧
② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ２ 56 ● ● ● ■ ■ ■

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■

50% Ａ 80 ● ● ● ■ ■

Ａ 56 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 28 ■ ■ ■ ■

Ａ１ 56 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 92 ● ● ● ■ ■

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■

30% Ａ 60 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■

Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 16 ■ ■ ■ ■

30% Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ１ 12 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ２ 12 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ１ 20 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 20 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 24 ● ● ● ■ ■

Ａ 6 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 6 ■ ■ ■ ■

20% Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 24 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 6 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 10 ■ ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 14 ● ● ● ■ ■ ■

　※ཱྀ୹䞉୰୹䞉୹ᚋ㏻学ᅪの䛂ᬑ㏻科䛃の๓ᮇ㑅ᢤは、ཱྀ୹䞉୰୹䞉୹ᚋ㏻学ᅪの䛹の㏻学ᅪ䛛䜙䜒ᚿ㢪で䛝る。

　㻌㻌㻌㻌た䛰䛧、北桑田高校䠝᪉ᘧ䠎ᆺをᚿ㢪で䛝るのは、ி㒔ᕷ䞉எカ㏻学ᅪの⏕ᚐに㝈る。

全日制「普通科㸦ࢶ࣮࣏ࢫ総合専ᨷ㸧ཬࡧ普通科㸦⨾⾡・ᕤⱁ専ᨷ㸧」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

普通科
（美⾡・工ⱁ専ᨷ）

100% 㹁 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

地
域

高校名（学舎名）

選
抜
方
式

募
集
割
合

検査項目
配点比率

他の項目

①学力検査：②報告書：他の項目
（③面接、④作文（小論文）、⑤活
動実績報告書）

報
告
書

面
接

作
文

(

小
論
文

)

活
動
実
績

報
告
書

学力検査

①

①：②：他＝150：135：150

①：②：他＝150：135：120

①：②：他＝150：135： 70

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135： 50

    ②：他＝     135：270

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135： 60

①：②：他＝150：135： 70

①：②：他＝150：135： 30

30%

30%

30%

30%

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：140

    ②：他＝     100：200

①：②：他＝150：135：100

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：100

①：②：他＝150：135：100

    ②：他＝     135：165

    ②：他＝     135：200

京都八幡
[総合選ᢥ制]     ②：他＝     135：200

70%

西 城 陽
①：②：他＝150：135：130

ᮌ　　ὠ
    ②：他＝     135：220

北 桑 田
①：②：他＝150：135： 90

①：②：他＝150：135：150

①：②：他＝150：135： 90

30%

久 ᚚ 山

田　　㎶

南　　陽

実
ᢏ
検
査

୰
　
　
丹

丹
　
　
後

①：②：他：ն＝ 60：135： 30：200

①：②：他：ն＝120：135：100：200

①：②：他：ն＝150：135：110：200

①：②：他：ն＝120：135：200：400

①：②：他：ն＝150：135：200：200

⥤　　㒊

亀　　岡
[単位制]

久 ᚚ 山

西 城 陽

鳥    羽
[単位制]

὜　　北
[単位制]

①：②：他：ն＝ 60： 90： 30：120■

■

■

■

■

■

①：②：他＝150：135： 70

①学力検査：②報告書：他の項
目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）：ն
実ᢏ検査

丹後緑風（⥙野学舎）
[単位制]

ᓠ　　山

検査項目

①：②：他＝150：135： 80

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：120

募
集
人
員
（

人
）

20%

募
集
割
合

選
抜
方
式

高校名

配点比率

学力検査

①

他の項目

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

ᐑὠኳᶫ（ᐑὠ学舎）
[単位制]

ն

ᮾ 舞 鶴

福 知 山

⥤　　㒊

①：②：他＝150：135：135

①：②：他＝150：135： 65

亀　　岡
[単位制]

ཱྀ
　
　
丹

ᐑὠኳᶫ（ຍᝋ㇂学舎）
[単位制]

20%

20%

ᅬ　　㒊

㡲　　知
①：②：他＝150：135： 80

山
　
　
城

学科名

城　　陽

Ⳝ　　㐨

ᮾ Ᏹ ἞
�文理!

ᮾ Ᏹ ἞
�英ㄒ探究!

城南菱創
[単位制]

募
集
人
員
（

人
）

西 舞 鶴

− 8−



㻌　䕻　募集๭ྜは、ྛ学科➼の募集ᐃ員に༨䜑る๭ྜです。

㻌　䕻　ඹ㏻学ຊ᳨ᰝは1㻡0Ⅼ䠄ᅜ㻡0Ⅼ、ᩘ㻡0Ⅼ、ⱥ㻡0Ⅼ䠅、ሗ࿌᭩は1㻟㻡Ⅼ䠄୰学校䠏ᖺ㛫のホᐃのྜィ䠅をᇶᮏと䛧て、㓄Ⅼ

㻌　　ẚ⋡を♧䛧てい䜎す。㻌

全日制「普通科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 48 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：160

Ａ１ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

Ａ１ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：130

Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 15

Ｂ 24 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135： 65

Ａ 40 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 45

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：165

Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 36 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：150

Ａ１ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

30% Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 42 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

Ｂ 42 ■ ■ ■ ■ 　：②：他＝　   135：270

Ａ 42 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 42 ■ ■ ■ ■ 　  ②：他＝　   135：200

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 95

Ａ 45 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ｂ 27 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：210

Ａ 30 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：210

Ａ 30 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：150

Ａ１ 36 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

Ａ２ 24 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

30% Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 30

30% Ａ 24 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 52 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 40

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■ 　　②：他＝　 　135：160

Ａ１ 45 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 15

Ａ２ 15 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：180

①学力検査：②報告書：他の項目
（③面接、④作文（小論文）、⑤活
動実績報告書）

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

紫    野 30%

㻌㻌※௧和䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙㛤校する㛤ᘓ高➼学校のලయⓗ䛺ෆᐜについては、᳨ウ୰です。

　㻌䕻　㓄Ⅼẚ⋡ḍの䛂௚䛃は、䛂௚の㡯┠䛃を⾲䛧、䛂㠃᥋䛃、䛂సᩥ䠄ᑠㄽᩥ䠅䛃、䛂άືᐇ⦼ሗ࿌᭩䛃の䛖䛱、ᐇ᪋する᳨ᰝ㡯┠

①

検査項目
他の項目

㻌　　☜ᐃ䛧たෆᐜは、䛂௧和䠑ᖺᗘி㒔ᗓබ❧高➼学校ධ学⪅㑅ᢤᴫせ及び๓ᮇ㑅ᢤ➼ᐇ᪋せ㡯䛃でබ⾲䛧䜎す。

配点比率

　㻌䕻　䖃はඹ㏻学ຊ᳨ᰝ、䖂は高校䛜⊂⮬にၥ㢟をసᡂする学ຊ᳨ᰝ、䕔は学ຊ᳨ᰝ௨እのᐇ᪋㡯┠を⾲䛧䜎す。学ຊ
　　㻌᳨ᰝḍの䛂ᑓ䛃は、そのᑓ㛛学科に㛵する学ຊを䜏る᳨ᰝです。

　　㻌をあ䜟せた㓄Ⅼẚ⋡を♧䛧てい䜎す。

30%

30%

30%

地
域

高校名（学舎名）

募
集
割
合

選
抜
方
式

京
都
ᕷ
・
எ
カ ὜    西

᱇

北 嵯 峨

嵯 峨 野

山　　城
[単位制]

鳥　　羽
[単位制]

὜    ᮾ

北    ⛸

὜    北
[単位制]

㬞    ỹ

எ　　カ

30%

30%

30%

30%

30%

30%

30%

30%

　記載内容は、昨年度実施した令和４年度入学者選抜に関する資料をもとに作成しています。令和５年度入学者選抜（前期選抜）の

ᮒ    㞛 30%

詳細については、「令和５年度京都府公立高等学校入学者選抜概要及び前期選抜等実施要項」で公表します。

30%

学力検査

ᮾ    ⛸

桃    山

᪥ྜྷୣࢣ
[単位制]

堀    川

西 எ カ

ྥ    陽

὜    Ỉ

募
集
人
員
（

人
）

30%

๓ᮇ選抜等᳨ࡢᰝ㡯┠࡜㓄Ⅼẚ⋡㸦᫖ᖺᗘࡢ≧ἣ㸧
② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ２ 56 ● ● ● ■ ■ ■

30% Ａ 84 ● ● ● ■ ■

50% Ａ 80 ● ● ● ■ ■

Ａ 56 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 28 ■ ■ ■ ■

Ａ１ 56 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 92 ● ● ● ■ ■

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■

30% Ａ 60 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 20 ■ ■ ■ ■

Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 16 ■ ■ ■ ■

30% Ａ 48 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ１ 12 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ２ 12 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ１ 20 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 20 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 24 ● ● ● ■ ■

Ａ 6 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 6 ■ ■ ■ ■

20% Ａ 36 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 24 ● ● ● ■ ■ ■

Ａ 6 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 10 ■ ■ ■ ■

20% Ａ 32 ● ● ● ■ ■ ■

20% Ａ 14 ● ● ● ■ ■ ■

　※ཱྀ୹䞉୰୹䞉୹ᚋ㏻学ᅪの䛂ᬑ㏻科䛃の๓ᮇ㑅ᢤは、ཱྀ୹䞉୰୹䞉୹ᚋ㏻学ᅪの䛹の㏻学ᅪ䛛䜙䜒ᚿ㢪で䛝る。

　㻌㻌㻌㻌た䛰䛧、北桑田高校䠝᪉ᘧ䠎ᆺをᚿ㢪で䛝るのは、ி㒔ᕷ䞉எカ㏻学ᅪの⏕ᚐに㝈る。

全日制「普通科㸦ࢶ࣮࣏ࢫ総合専ᨷ㸧ཬࡧ普通科㸦⨾⾡・ᕤⱁ専ᨷ㸧」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

普通科
（美⾡・工ⱁ専ᨷ）

100% 㹁 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

普通科
（ス࣏ーࢶ総合専ᨷ）

100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

地
域

高校名（学舎名）

選
抜
方
式

募
集
割
合

検査項目
配点比率

他の項目

①学力検査：②報告書：他の項目
（③面接、④作文（小論文）、⑤活
動実績報告書）

報
告
書

面
接

作
文

(

小
論
文

)

活
動
実
績

報
告
書

学力検査

①

①：②：他＝150：135：150

①：②：他＝150：135：120

①：②：他＝150：135： 70

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135： 50

    ②：他＝     135：270

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135： 60

①：②：他＝150：135： 70

①：②：他＝150：135： 30

30%

30%

30%

30%

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：140

    ②：他＝     100：200

①：②：他＝150：135：100

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：100

①：②：他＝150：135：100

    ②：他＝     135：165

    ②：他＝     135：200

京都八幡
[総合選ᢥ制]     ②：他＝     135：200

70%

西 城 陽
①：②：他＝150：135：130

ᮌ　　ὠ
    ②：他＝     135：220

北 桑 田
①：②：他＝150：135： 90

①：②：他＝150：135：150

①：②：他＝150：135： 90

30%

久 ᚚ 山

田　　㎶

南　　陽

実
ᢏ
検
査

୰
　
　
丹

丹
　
　
後

①：②：他：ն＝ 60：135： 30：200

①：②：他：ն＝120：135：100：200

①：②：他：ն＝150：135：110：200

①：②：他：ն＝120：135：200：400

①：②：他：ն＝150：135：200：200

⥤　　㒊

亀　　岡
[単位制]

久 ᚚ 山

西 城 陽

鳥    羽
[単位制]

὜　　北
[単位制]

①：②：他：ն＝ 60： 90： 30：120■

■

■

■

■

■

①：②：他＝150：135： 70

①学力検査：②報告書：他の項
目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）：ն
実ᢏ検査

丹後緑風（⥙野学舎）
[単位制]

ᓠ　　山

検査項目

①：②：他＝150：135： 80

①：②：他＝150：135： 30

①：②：他＝150：135：120

募
集
人
員
（

人
）

20%

募
集
割
合

選
抜
方
式

高校名

配点比率

学力検査

①

他の項目

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

ᐑὠኳᶫ（ᐑὠ学舎）
[単位制]

ն

ᮾ 舞 鶴

福 知 山

⥤　　㒊

①：②：他＝150：135：135

①：②：他＝150：135： 65

亀　　岡
[単位制]

ཱྀ
　
　
丹

ᐑὠኳᶫ（ຍᝋ㇂学舎）
[単位制]

20%

20%

ᅬ　　㒊

㡲　　知
①：②：他＝150：135： 80

山
　
　
城

学科名

城　　陽

Ⳝ　　㐨

ᮾ Ᏹ ἞
�文理!

ᮾ Ᏹ ἞
�英ㄒ探究!

城南菱創
[単位制]

募
集
人
員
（

人
）

西 舞 鶴

− 9−



全日制「専門学科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

᳜≀クリエイト 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：100：150

ᅬⱁࣅジࢿス 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：100：150

ᮌ　　ὠ ᅬⱁ࣒ステࢩ 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：150

北 桑 田 京都フ࢛ࣞスト 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 90

㡲　　知 㣗ရ科学 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

農　　業 70% Ｂ (21) ■ ■ ■ ■     ②：他＝　 　135：100

ᅬ　　ⱁ 70% Ｂ (21) ■ ■ ■ ■     ②：他＝　 　135：100

農ⱁ໬学 70% Ｂ 21 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：100

丹後緑風（久美浜学舎）
[単位制]

アグリサイエンス 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

プロジ࢙クト工学 Ａ１ 64 ● ◎ ● ■ ■ ①：②：他＝200：100： 30

(もの࡙ࡾࡃ分野⣔⤫） Ａ２ 11 ● ◎ ● ■ ■ ■ ①：②：他＝200：100：200

プロジ࢙クト工学 Ａ１ 43 ● ◎ ● ■ ■ ①：②：他＝200：100： 30

（⤫分野⣔ࡾࡃ࡙ࡕࡲ） Ａ２ 7 ● ◎ ● ■ ■ ■ ①：②：他＝200：100：200

工学探究 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：140

ᶵᲔᢏ⾡ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

㟁Ẽᢏ⾡ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

自 動 ㌴ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

ᶵᲔテクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

ロࢵ࣎トᢏ⾡ 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

㟁Ẽテクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

⎔ቃデࢨイン 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

᝟報テクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

ᐑὠኳᶫ（ᐑὠ学舎）
[単位制]

ᘓ　　⠏ 50% Ａ 15 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

ᓠ　　山 ᶵᲔ創㐀 50% Ａ 15 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 65 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 12 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

Ａ 65 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 12 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

ᮌ　　ὠ ᝟報௻⏬ 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：150

丹後緑風（⥙野学舎）
[単位制]

௻⏬⤒Ⴀ 70% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：135

Ỉ
⏘

ᾏ　　ὒ
ᾏὒ学科群

(ᾏὒ科学㺂ᾏὒ工学㺂
ᾏὒ㈨※)

70% Ａ 66 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

Ａ 50 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 6 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

福♴ 京都八幡（南） ௓ㆤ福♴ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

య⫱ எ　　カ ス࣏ーࢶ೺ᗣ科学 100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ①：②：他：ն＝150：135：120：40

㡢ᴦ 京都堀川㡢ᴦ 㡢　　ᴦ 100% 㹁 40 ◎ ◎ ■ ■ ①：②：他：ն＝200：100：30：900

美⾡ 㖡㥟美⾡工ⱁ 美⾡工ⱁ 100% 㹁 90 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ①：②：他：ն＝150：135：15：300

①学力検査：②報告
書：他の項目（③面
接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告
書）：ն実ᢏ検査

70%

70%

70%

70%

70%

①：②：他＝ 60：135：135

■

■

■

㻌※㖡㥟美⾡ᕤ芸高➼学校は௧和䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥に美⾡ᕤ芸高➼学校にᨵ⛠䛧䜎す。

配点比率
検査項目

ն

実
ᢏ
検
査

他の項目

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

■■■◎◎ ◎

高校名（学舎・分校名）

農業学科群
(農業生⏘、ᅬⱁᢏ⾡、

⎔ቃ創㐀)

学力検査

①
募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

70% Ａ

募
集
人
員
（

人
）

70
農
業

農　　ⱁ

᱇

⥤㒊（ᮾ）

工
業

ၟ
業

௻　　⏬

㉳業創㐀

᝟報科学

京都工学院

᝟報

京都すࡿࡤ

京都すࡿࡤ

工　　業

田　　㎶

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

山　　城
[単位制]

文理総合 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

鳥　　羽
[単位制]

グローバル 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

嵯 峨 野 京都こすもす 100% Ａ 200 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

桃　　山 自然科学 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

紫　　野 アカデミア 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

堀　　川 探究学科群
(人間探究・自然探究)

100% Ａ 160 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ａ１ 144 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ａ２ 16 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

京都工学院 フロンティア理数 100% Ａ 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

城南菱創
[単位制]

教養科学 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

京都八幡（南） 人間科学 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■

南　　陽 サイエンスリサーチ 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

亀　　岡
[単位制]

探究文理 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■

福 知 山 文理科学 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

西 舞 鶴 理数探究 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

丹後緑風（久美浜学舎）
[単位制]

みらいクリエイト 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■

　※綾部高校東分校の募集人員については、農業科及び園芸科を併せた人員であり、それぞれの学科の人員は10人を標準とする。

全日制「総合学科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 72 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 17 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■

地域創生 70% Ａ 63 ● ● ● ■ ■ ■

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

農業・家政 50% Ｂ 20 ■ ■ ■

農業・家政 50% Ｂ 20 ■ ■ ■

　※北桑田高校美山分校及び福知山高校三和分校の募集人員については、農業科及び家政科を併せた人員であり、それぞれの学科の募集

　　人員は10人を標準とする。

昼間定時制・二部制「普通科」　※ 清明高等学校特別入学者選抜
Ａ 48 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

Ｂ 72 ■ ■

昼間定時制「総合学科」　※ 清新高等学校特別入学者選抜
Ａ 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ｂ 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

昼間夜間定時制・四部制「普通科」　※ 京都奏和高等学校特別入学者選抜

①：②：他＝400：135： 30

配点比率

①学力検査：②報告書：他の
項目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝360：100： 40

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝550：150： 50

①：②：他＝300： 90： 20

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝440：150：160

①：②：他＝400：150： 30

①：②：他＝450：135： 30

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝150：135：100

面
接

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

100%

選
抜
方
式

①

募
集
人
員
（

人
）

学力検査

募
集
割
合

活
動
実
績

報
告
書

①：②：他＝300：100： 50

他の項目

検査項目

高校名（学舎・分校名） 学科名

他の項目
募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

検査項目

70%

募
集
人
員
（

人
）

◎

総合学科

①：②：他＝150：135：100

①

活
動
実
績

報
告
書

①学力検査：②報告書：他の
項目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

面
接

①

配点比率

学力検査

昼間定時制「専門学科」

①：②：他＝150：135：100

　　②：他＝     135：145

①：②：他＝150：135： 65

①：②：他＝150：135： 15
南　　丹
[単位制]

大　　江
[単位制]

募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

検査項目
他の項目

①：②：他＝100：100：100

①　：　他＝100   ：  200

清　　明
[単位制]

清　　新
[単位制]

募
集
人
員
（

人
）

①：②：他＝100：100：100

 　 　　他＝       　 100
普　　通

①学力検査：②報告書：他
の項目（③面接、④作文
（小論文）、⑤活動実績報
告書）

 　 ②：他＝     135： 90

 　 ②：他＝     100：100

学力検査

配点比率

北 桑 田（美山）

福 知 山（三和）

100%

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

高校名（分校名）

◎ ■ ①　：　他＝ 90   ：  210

高校名

そ
の
他
の
専
門
学
科

京都奏和
[単位制]

普　　通 100% 80 ◎ ◎

総合学科 67%

エンタープライジング西　　京

− 10 −



全日制「専門学科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

᳜≀クリエイト 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：100：150

ᅬⱁࣅジࢿス 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：100：150

ᮌ　　ὠ ᅬⱁ࣒ステࢩ 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：150

北 桑 田 京都フ࢛ࣞスト 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135： 90

㡲　　知 㣗ရ科学 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

農　　業 70% Ｂ (21) ■ ■ ■ ■     ②：他＝　 　135：100

ᅬ　　ⱁ 70% Ｂ (21) ■ ■ ■ ■     ②：他＝　 　135：100

農ⱁ໬学 70% Ｂ 21 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：100

丹後緑風（久美浜学舎）
[単位制]

アグリサイエンス 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

プロジ࢙クト工学 Ａ１ 64 ● ◎ ● ■ ■ ①：②：他＝200：100： 30

(もの࡙ࡾࡃ分野⣔⤫） Ａ２ 11 ● ◎ ● ■ ■ ■ ①：②：他＝200：100：200

プロジ࢙クト工学 Ａ１ 43 ● ◎ ● ■ ■ ①：②：他＝200：100： 30

（⤫分野⣔ࡾࡃ࡙ࡕࡲ） Ａ２ 7 ● ◎ ● ■ ■ ■ ①：②：他＝200：100：200

工学探究 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：140

ᶵᲔᢏ⾡ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

㟁Ẽᢏ⾡ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

自 動 ㌴ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：115

ᶵᲔテクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

ロࢵ࣎トᢏ⾡ 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

㟁Ẽテクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

⎔ቃデࢨイン 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

᝟報テクࣀロジー 50% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：120

ᐑὠኳᶫ（ᐑὠ学舎）
[単位制]

ᘓ　　⠏ 50% Ａ 15 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

ᓠ　　山 ᶵᲔ創㐀 50% Ａ 15 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135： 50

Ａ 65 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 12 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

Ａ 65 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 12 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

ᮌ　　ὠ ᝟報௻⏬ 70% Ａ 28 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：150

丹後緑風（⥙野学舎）
[単位制]

௻⏬⤒Ⴀ 70% Ａ 18 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：135

Ỉ
⏘

ᾏ　　ὒ
ᾏὒ学科群

(ᾏὒ科学㺂ᾏὒ工学㺂
ᾏὒ㈨※)

70% Ａ 66 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

Ａ 50 ● ● ● ■ ■ ■ ①：②：他＝150：135：110

Ｂ 6 ■ ■ ■ ■     ②：他＝     135：135

福♴ 京都八幡（南） ௓ㆤ福♴ 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ①：②：他＝150：135：100

య⫱ எ　　カ ス࣏ーࢶ೺ᗣ科学 100% 㹁 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ①：②：他：ն＝150：135：120：40

㡢ᴦ 京都堀川㡢ᴦ 㡢　　ᴦ 100% 㹁 40 ◎ ◎ ■ ■ ①：②：他：ն＝200：100：30：900

美⾡ 㖡㥟美⾡工ⱁ 美⾡工ⱁ 100% 㹁 90 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ①：②：他：ն＝150：135：15：300

①学力検査：②報告
書：他の項目（③面
接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告
書）：ն実ᢏ検査

70%

70%

70%

70%

70%

①：②：他＝ 60：135：135

■

■

■

㻌※㖡㥟美⾡ᕤ芸高➼学校は௧和䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥に美⾡ᕤ芸高➼学校にᨵ⛠䛧䜎す。

配点比率
検査項目

ն

実
ᢏ
検
査

他の項目

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

■■■◎◎ ◎

高校名（学舎・分校名）

農業学科群
(農業生⏘、ᅬⱁᢏ⾡、

⎔ቃ創㐀)

学力検査

①
募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

70% Ａ

募
集
人
員
（

人
）

70
農
業

農　　ⱁ

᱇

⥤㒊（ᮾ）

工
業

ၟ
業

௻　　⏬

㉳業創㐀

᝟報科学

京都工学院

᝟報

京都すࡿࡤ

京都すࡿࡤ

工　　業

田　　㎶

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

山　　城
[単位制]

文理総合 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

鳥　　羽
[単位制]

グローバル 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

嵯 峨 野 京都こすもす 100% Ａ 200 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

桃　　山 自然科学 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

紫　　野 アカデミア 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

堀　　川 探究学科群
(人間探究・自然探究)

100% Ａ 160 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ａ１ 144 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ａ２ 16 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■ ■

京都工学院 フロンティア理数 100% Ａ 60 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

城南菱創
[単位制]

教養科学 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

京都八幡（南） 人間科学 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■

南　　陽 サイエンスリサーチ 100% Ａ 80 ◎ ◎ ◎ ■ ■

亀　　岡
[単位制]

探究文理 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ■ ■

福 知 山 文理科学 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

西 舞 鶴 理数探究 100% Ａ 40 ◎ ◎ ◎ ◎ ■ ■

丹後緑風（久美浜学舎）
[単位制]

みらいクリエイト 70% Ａ 21 ● ● ● ■ ■ ■

　※綾部高校東分校の募集人員については、農業科及び園芸科を併せた人員であり、それぞれの学科の人員は10人を標準とする。

全日制「総合学科」

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

Ａ１ 72 ● ● ● ■ ■

Ａ２ 17 ● ● ● ■ ■ ■

Ｂ 30 ■ ■ ■ ■

地域創生 70% Ａ 63 ● ● ● ■ ■ ■

② ③ ④ ⑤

国 数 英 理 社 専

農業・家政 50% Ｂ 20 ■ ■ ■

農業・家政 50% Ｂ 20 ■ ■ ■

　※北桑田高校美山分校及び福知山高校三和分校の募集人員については、農業科及び家政科を併せた人員であり、それぞれの学科の募集

　　人員は10人を標準とする。

昼間定時制・二部制「普通科」　※ 清明高等学校特別入学者選抜
Ａ 48 ◎ ◎ ◎ ■ ■ ■

Ｂ 72 ■ ■

昼間定時制「総合学科」　※ 清新高等学校特別入学者選抜
Ａ 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

Ｂ 30 ◎ ◎ ◎ ■ ■

昼間夜間定時制・四部制「普通科」　※ 京都奏和高等学校特別入学者選抜

①：②：他＝400：135： 30

配点比率

①学力検査：②報告書：他の
項目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝360：100： 40

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝550：150： 50

①：②：他＝300： 90： 20

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝440：150：160

①：②：他＝400：150： 30

①：②：他＝450：135： 30

①：②：他＝400：100： 25

①：②：他＝150：135：100

面
接

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

100%

選
抜
方
式

①

募
集
人
員
（

人
）

学力検査

募
集
割
合

活
動
実
績

報
告
書

①：②：他＝300：100： 50

他の項目

検査項目

高校名（学舎・分校名） 学科名

他の項目
募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

検査項目

70%

募
集
人
員
（

人
）

◎

総合学科

①：②：他＝150：135：100

①

活
動
実
績

報
告
書

①学力検査：②報告書：他の
項目（③面接、④作文（小論
文）、⑤活動実績報告書）

活
動
実
績

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

面
接

報
告
書

面
接

①

配点比率

学力検査

昼間定時制「専門学科」

①：②：他＝150：135：100

　　②：他＝     135：145

①：②：他＝150：135： 65

①：②：他＝150：135： 15
南　　丹
[単位制]

大　　江
[単位制]

募
集
割
合

選
抜
方
式

学科名

検査項目
他の項目

①：②：他＝100：100：100

①　：　他＝100   ：  200

清　　明
[単位制]

清　　新
[単位制]

募
集
人
員
（

人
）

①：②：他＝100：100：100

 　 　　他＝       　 100
普　　通

①学力検査：②報告書：他
の項目（③面接、④作文
（小論文）、⑤活動実績報
告書）

 　 ②：他＝     135： 90

 　 ②：他＝     100：100

学力検査

配点比率

北 桑 田（美山）

福 知 山（三和）

100%

報
告
書

作
文

(

小
論
文

)

高校名（分校名）

◎ ■ ①　：　他＝ 90   ：  210

高校名

そ
の
他
の
専
門
学
科

京都奏和
[単位制]

普　　通 100% 80 ◎ ◎

総合学科 67%

エンタープライジング西　　京
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㐠動⣔部活動୍ぴ
○⏨ዪ㻌䠄䝥レー䝲ー䛸䛧て䚸⏨Ꮚ䛸ዪᏊ䛜⦎⩦䜔ミーティングな䛹の᪥ᖖⓗな活動䜢୍⥴䛻⾜䛳ているሙྜ䠅　●⏨Ꮚ㻌　◆ዪᏊ

山 ᇛ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ◆ ◆ ○ ● ○

㬞 ỹ ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○

὜ ໭ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ○ ● ◆

໭ ⛸ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ◆

ᮒ 㞛 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ᮾ ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ᔢ ᓚ 㔝 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○

໭ ᔢ ᓚ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ● ◆ ○

᱇ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○

὜ す ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ 山 ○ ● ● ◆ ● ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ◆

ᮾ ⛸ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ◆ ○ ○

὜ 水 ○ ● ● ● ◆ ◆ ○ ○ ○

ி 㒔 䛩 䜀 る ○ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ◆

ྥ 㝧 ○ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ● ○ ○

எ カ ○ ● ○ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ◆

す எ カ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ● ◆

⣸ 㔝 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ᇼ ᕝ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

す ி ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ◆

㖡 㥟 ⨾ 術 ᕤ ⱁ ○ ○ ○ ○ ○

ி 㒔 ᇼ ᕝ 㡢 ᴦ

᪥ ྜྷ 䞄 ୣ ○ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○

㛤 ᘓ 䈜 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

ி 㒔 ᕤ Ꮫ 㝔 ○ ● ● ◆ ● ● ○ ○ ○

ᮾ Ᏹ ἞ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

Ⳝ 道 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ○ ○

ᇛ ༡ ⳻ ๰ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○

ᇛ 㝧 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ○

す ᇛ 㝧 ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ி 㒔 ඵ ᖭ 䠄 ໭ 䠅 ○ ○ ● ◆ ○ ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ி 㒔 ඵ ᖭ 䠄 ༡ 䠅 ○ ○ ● ◆ ○ ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ஂ ᚚ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ○ ○ ○

⏣ ㎶ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○ ● ◆ ○

ᮌ 津 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

༡ 㝧 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ ○ ● ◆ ● ● ◆ ◆ ○

ட ᒸ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ● ◆ ○ ○

༡ ୹ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ᅬ 部 ○ ○ ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○

㎰ ⱁ ○ ● ● ● ○ ○ ○

㡲 ▱ ○ ○ ● ○ ○ ● ◆

⥤ 部 ○ ● ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

⥤ 部 䠄 ᮾ ศ ᰯ 䠅 ○ ● ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

⚟ ▱ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○

ᕤ ᴗ ○ ● ● ● ○ ● ◆ ○

኱ Ụ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

ᮾ ⯙ 㭯 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

す ⯙ 㭯 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ● ◆ ○ ○

ᾏ ὒ ● ● ○ ○

ᓠ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ○

宮津ኳᶫ 䠄 宮 津Ꮫ ⯋ 䠅 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

宮津ኳᶫ䠄ຍᝋ㇂Ꮫ⯋䠅 ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○

୹ᚋ⥳㢼 䠄 ⥙ 㔝Ꮫ ⯋ 䠅 ○ ● ● ◆ ○ ◆ ○ ○ ○

୹ᚋ⥳㢼䠄ஂ⨾὾Ꮫ⯋䠅 ○ ● ○ ● ◆ ○

Ύ ᫂ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

Ύ ᪂ ○ ○ ○ ○ ○

ᮒ 㞛 ○ ○ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ 山 ○ ● ● ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ●

ி 㒔 ዌ ࿴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ 䠄 ⨾ 山 ศ ᰯ 䠅 ○

⥤ 部 䠄 ᮾ ศ ᰯ 䠅 ○

⚟ ▱ 山 䠄 ୕ ࿴ ศ ᰯ 䠅 ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ ⯙ 㭯 䠄 ᾋ ᓥ ศ ᰯ 䠅 ○ ○

ᮒ 㞛 ● ● ◆ ○ ○ ○

す ⯙ 㭯 ○ ○ ○
䈜௧࿴䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙㛤ᰯ䛩る㛤ᘓ㧗➼Ꮫᰯの部活動は䚸タ⨨ணᐃの部活動で䛩䚹

ᐃ᫬ไ
ㄢ⛬

㏻ಙไ
ㄢ⛬

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

テ
ニ
ス

(

◳
ᘧ

)

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

ハ
ン
ド
ボ
ー

ル

඲᪥ไ
ㄢ⛬

ி㒔ᕷ
・
எカ
㏻Ꮫᅪ

山ᇛ
㏻Ꮫᅪ

ཱྀ୹
㏻Ꮫᅪ

୰୹
㏻Ꮫᅪ

୹ᚋ
㏻Ꮫᅪ

䝩
ッ

䜿
ー

᪂
య
᧯

య
　
᧯

ダ
ン
ス

㌾
ᘧ
㔝
球

㧗➼Ꮫᰯྡ

㝣
ୖ

サ
ッ

カ
ー

バ
ス
䜿
ッ

ト

◳
ᘧ
㔝
球

その他の部活動
[　]で表されているものは同
好会

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ◆ ○ 競技スポーツ

○ ○ ○ ○ ●

○ ● ○

○ ○ アスリート

○ ● ランブリング　[バレーボール]

○ ● ○ ○

○ ○ ○ ●

○ ○

○ ○ ●

○

○ ○ ○ ○ ●

○ [ダンス表現]

○ ● ラクロス　[山岳]

特技伸長

○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ アメリカンフットボール　チアリーディング

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ストリートパフォーマンス　フットサル　[ハンドボール　ソフトテニス　卓球]

スポーツ

● ◆ ○ ●

○

○ ○ ●

○

○ ○ ボクシング

○ ○ ○ ○

○ ○ ●

○ ○

○ ○ ○ [ダンス]

○ ○ ○ [ダンス]

○ [なぎなた]

○ ○ ○ ● ○

○ ◆ ○ ○ ●

○ ○ アスリート

○ ○ ○ スポーツシューティング　フリースポーツ

○ ○ ●

○

○ 射撃　[卓球]

○ パワーリフティング

○ ○ [弓道]

○ ○ [弓道]

●

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ヨット　カッター

○

○ ヨット　宮津クラブ

○

○ [水泳　スキー]

○

[剣道]

[バレーボール　トレーニング]

○ [ソフトテニス]

● ○

○ 山岳

ソフトバレー

[バレーボール]

山

岳

ワ

ン

ダ

ー

フ

ォ

ー

ゲ

ル

ラ
グ
ビ
ー

相
撲

レ
ス
リ
ン
グ

ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ

ン
グ

柔
道

自
転
車

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

フ
ェ

ン
シ
ン
グ

馬
術

水

泳

・

水

球

ア

ー

テ

ィ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ス

イ

ミ

ン

グ

カ
ヌ
ー

ボ
ー

ト

剣
道

弓
道

な
ぎ
な
た
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㐠動⣔部活動୍ぴ
○⏨ዪ㻌䠄䝥レー䝲ー䛸䛧て䚸⏨Ꮚ䛸ዪᏊ䛜⦎⩦䜔ミーティングな䛹の᪥ᖖⓗな活動䜢୍⥴䛻⾜䛳ているሙྜ䠅　●⏨Ꮚ㻌　◆ዪᏊ

山 ᇛ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ◆ ◆ ○ ● ○

㬞 ỹ ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○

὜ ໭ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ○ ● ◆

໭ ⛸ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ◆

ᮒ 㞛 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ᮾ ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ᔢ ᓚ 㔝 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○

໭ ᔢ ᓚ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ● ◆ ○

᱇ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○

὜ す ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ 山 ○ ● ● ◆ ● ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ◆

ᮾ ⛸ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ◆ ○ ○

὜ 水 ○ ● ● ● ◆ ◆ ○ ○ ○

ி 㒔 䛩 䜀 る ○ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ◆

ྥ 㝧 ○ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ● ○ ○

எ カ ○ ● ○ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ◆

す எ カ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ● ◆

⣸ 㔝 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ᇼ ᕝ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

す ி ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○ ◆

㖡 㥟 ⨾ 術 ᕤ ⱁ ○ ○ ○ ○ ○

ி 㒔 ᇼ ᕝ 㡢 ᴦ

᪥ ྜྷ 䞄 ୣ ○ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○

㛤 ᘓ 䈜 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

ி 㒔 ᕤ Ꮫ 㝔 ○ ● ● ◆ ● ● ○ ○ ○

ᮾ Ᏹ ἞ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

Ⳝ 道 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ○ ○

ᇛ ༡ ⳻ ๰ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○

ᇛ 㝧 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○ ● ○

す ᇛ 㝧 ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ி 㒔 ඵ ᖭ 䠄 ໭ 䠅 ○ ○ ● ◆ ○ ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ி 㒔 ඵ ᖭ 䠄 ༡ 䠅 ○ ○ ● ◆ ○ ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ●

ஂ ᚚ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ○ ○ ○

⏣ ㎶ ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○ ● ◆ ○

ᮌ 津 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

༡ 㝧 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ ○ ● ◆ ● ● ◆ ◆ ○

ட ᒸ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ● ◆ ○ ○

༡ ୹ ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

ᅬ 部 ○ ○ ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○ ○

㎰ ⱁ ○ ● ● ● ○ ○ ○

㡲 ▱ ○ ○ ● ○ ○ ● ◆

⥤ 部 ○ ● ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

⥤ 部 䠄 ᮾ ศ ᰯ 䠅 ○ ● ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○ ○ ○ ○

⚟ ▱ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○

ᕤ ᴗ ○ ● ● ● ○ ● ◆ ○

኱ Ụ ○ ● ○ ● ○ ○ ○

ᮾ ⯙ 㭯 ○ ● ● ◆ ● ● ◆ ○ ○ ○

す ⯙ 㭯 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ● ◆ ○ ○

ᾏ ὒ ● ● ○ ○

ᓠ 山 ○ ● ● ◆ ● ◆ ◆ ● ◆ ○ ○ ○

宮津ኳᶫ 䠄 宮 津Ꮫ ⯋ 䠅 ○ ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ○ ○

宮津ኳᶫ䠄ຍᝋ㇂Ꮫ⯋䠅 ○ ● ● ◆ ● ◆ ○ ○

୹ᚋ⥳㢼 䠄 ⥙ 㔝Ꮫ ⯋ 䠅 ○ ● ● ◆ ○ ◆ ○ ○ ○

୹ᚋ⥳㢼䠄ஂ⨾὾Ꮫ⯋䠅 ○ ● ○ ● ◆ ○

Ύ ᫂ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

Ύ ᪂ ○ ○ ○ ○ ○

ᮒ 㞛 ○ ○ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ 山 ○ ● ● ● ● ◆ ● ◆ ● ◆ ●

ி 㒔 ዌ ࿴ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ 䠄 ⨾ 山 ศ ᰯ 䠅 ○

⥤ 部 䠄 ᮾ ศ ᰯ 䠅 ○

⚟ ▱ 山 䠄 ୕ ࿴ ศ ᰯ 䠅 ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ ⯙ 㭯 䠄 ᾋ ᓥ ศ ᰯ 䠅 ○ ○

ᮒ 㞛 ● ● ◆ ○ ○ ○

す ⯙ 㭯 ○ ○ ○
䈜௧࿴䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥䛛䜙㛤ᰯ䛩る㛤ᘓ㧗➼Ꮫᰯの部活動は䚸タ⨨ணᐃの部活動で䛩䚹

ᐃ᫬ไ
ㄢ⛬

㏻ಙไ
ㄢ⛬

ソ
フ
ト
ボ
ー

ル

バ
レ
ー

ボ
ー

ル

テ
ニ
ス

(

◳
ᘧ

)

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

卓
球

ハ
ン
ド
ボ
ー

ル

඲᪥ไ
ㄢ⛬

ி㒔ᕷ
・
எカ
㏻Ꮫᅪ

山ᇛ
㏻Ꮫᅪ

ཱྀ୹
㏻Ꮫᅪ

୰୹
㏻Ꮫᅪ

୹ᚋ
㏻Ꮫᅪ

䝩
ッ

䜿
ー

᪂
య
᧯

య
　
᧯

ダ
ン
ス

㌾
ᘧ
㔝
球

㧗➼Ꮫᰯྡ

㝣
ୖ

サ
ッ

カ
ー

バ
ス
䜿
ッ

ト

◳
ᘧ
㔝
球

その他の部活動
[　]で表されているものは同
好会

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ◆ ○ 競技スポーツ

○ ○ ○ ○ ●

○ ● ○

○ ○ アスリート

○ ● ランブリング　[バレーボール]

○ ● ○ ○

○ ○ ○ ●

○ ○

○ ○ ●

○

○ ○ ○ ○ ●

○ [ダンス表現]

○ ● ラクロス　[山岳]

特技伸長

○ ● ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○

○ アメリカンフットボール　チアリーディング

○ ○ ○

○ ○

○ ○ ストリートパフォーマンス　フットサル　[ハンドボール　ソフトテニス　卓球]

スポーツ

● ◆ ○ ●

○

○ ○ ●

○

○ ○ ボクシング

○ ○ ○ ○

○ ○ ●

○ ○

○ ○ ○ [ダンス]

○ ○ ○ [ダンス]

○ [なぎなた]

○ ○ ○ ● ○

○ ◆ ○ ○ ●

○ ○ アスリート

○ ○ ○ スポーツシューティング　フリースポーツ

○ ○ ●

○

○ 射撃　[卓球]

○ パワーリフティング

○ ○ [弓道]

○ ○ [弓道]

●

○ ○

○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○ ヨット　カッター

○

○ ヨット　宮津クラブ

○

○ [水泳　スキー]

○

[剣道]

[バレーボール　トレーニング]

○ [ソフトテニス]

● ○

○ 山岳

ソフトバレー

[バレーボール]

山

岳

ワ

ン

ダ

ー

フ

ォ

ー

ゲ

ル

ラ
グ
ビ
ー

相
撲

レ
ス
リ
ン
グ

ウ
エ
イ
ト

リ
フ
テ
ィ

ン
グ

柔
道

自
転
車

ア
ー

チ
ェ

リ
ー

フ
ェ

ン
シ
ン
グ

馬
術

水

泳

・

水

球

ア

ー

テ

ィ

ス

テ

ィ

ッ

ク

ス

イ

ミ

ン

グ

カ
ヌ
ー

ボ
ー

ト

剣
道

弓
道

な
ぎ
な
た
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文化⣔部活動一ぴ
○⏨ዪ （プレー䝲ー䛸䛧て、⏨子䛸ዪ子䛜⦎習䜔ミーティング䛺䛹の᪥ᖖⓗ䛺活動䜢一⥴䛻行䛳ているሙ合）　䖃⏨子 　䕺ዪ子

ᒣ ᇛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 䕺

㬞 ỹ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ໭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ⛸ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮒ 㞛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ᮾ ○ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᔢ ᓚ 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᔢ ᓚ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ ⛸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ Ỉ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京 都 䛩 䜀 る ○ ○ ○ ○ 䕺

ྥ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

எ カ ○ ○ ○ ○

す எ カ ○ ○ ○ ○ ○

⣸ 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇼ ᕝ ○ ○ ○ ○ ○

す 京 ○ ○ ○ ○ ○

㖡 㥟 美 術 工 芸 ○ ○ ○

京 都 ᇼ ᕝ 音 楽

᪥ ྜྷ 䞄 ୣ ○ ○ ○

㛤 建 䈜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京 都 工 学 㝔 ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ Ᏹ ἞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⳝ 道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇛ ༡ ⳻ 創 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇛ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

す ᇛ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○

京 都 ඵ ᖭ （ ໭ ） ○ ○ ○ ○ ○

京 都 ඵ ᖭ （ ༡ ） ○ ○ ○ ○ ○

ஂ ᚚ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○

⏣ ㎶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮌ ὠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

༡ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ ○ ○

ட ᒸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

༡ ୹ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

園 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農 芸 ○ ○

㡲 ▱ ○ ○ ○

⥤ 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⥤ 部 （ ᮾ 分 ᰯ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⚟ ▱ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工 業 ○ ○ ○

኱ Ụ ○ ○ ○ ○

ᮾ 舞 㭯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

す 舞 㭯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᾏ ὒ

ᓠ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᐑ ὠ ኳ ᶫ （ ᐑ ὠ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᐑ ὠ ኳ ᶫ （ 加 ᝋ ㇂ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

୹ ᚋ ⥳ 㢼 （ ⥙ 野 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

୹ ᚋ ⥳ 㢼 （ ஂ 美 ὾ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○

Ύ ᫂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ύ 新 ○ ○ ○

ᮒ 㞛

㫽 ⩚ ○

᱈ ᒣ ○ ○ ○

京 都 奏 ࿴ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ （ 美 ᒣ 分 ᰯ ）

⥤ 部 （ ᮾ 分 ᰯ ）

⚟ ▱ ᒣ （ ୕ ࿴ 分 ᰯ ） ○

ᮾ 舞 㭯 （ ᾋ ᓥ 分 ᰯ ） ○

ᮒ 㞛 ○

す 舞 㭯

䈜௧࿴䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥か䜙㛤ᰯ䛩る㛤建㧗➼学ᰯの部活動は、タ⨨ண定の部活動で䛩䚹

定᫬制
ㄢ⛬

㏻ಙ制
ㄢ⛬

ኳ
文
・
地
学

合
唱

華
道

茶
道

書
道

美
術

放
送

㒓
土
芸
⬟

全᪥制
ㄢ⛬

京都ᕷ
・

எカ
㏻学ᅪ

ᒣᇛ
㏻学ᅪ

ཱྀ୹
㏻学ᅪ

୰୹
㏻学ᅪ

୹ᚋ
㏻学ᅪ

₇
๻

バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ

家
庭

科
学

ギ
タ
ー

㧗➼学ᰯྡ

྿
奏
楽

音
楽

軽
音
楽

フ
吀
ー

ク

ソ
ン
グ その他の部活動

[　]で表されているものは同好会

○ ○ ○ 手話　競技かるた　[ESS　JRC]

○ 調理　京都文化クラブ

○ ○ ○ ○ 音楽研究　文化研究　料理　サイエンス　[園芸]

○ ○ 競技かるた　囲碁・将棋

○ ○ ○ ○ ○ ○ クッキング

美術・工芸　食物　自然科学

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 披講研究　生物　多文化交流　食物　理化

○ ○ ○ ○ ○ ○ デザイン工芸　サイエンス　小倉百人一首かるた　狂言　[ダンス]

○ ○ ○ ○ ○ 生物　クラシックギター

○ ○ クリエイト　情報科学　農業クラブ（バイオ、野菜、草花、情報処理）　

○ ○ ○ インターアクトクラブ　食べ物文化研究会　[Ｌｉｎｋｓ]

○ ○

○ ○ 理科　ICC

○ ○ [サイエンス]

○ ○ ○ ○ 情報デザイン　珠算　生徒実行

○ ○ デジタルクリエイト

○ ○ ○ 生物　[囲碁･将棋　ボランティア]

○ ○ ○ サイエンス

○ ○ ○

○ 邦楽　新聞局　放送局　自然科学　食物　電算機研究 　英語

○ ○ ○ ○ 理学　クッキング　競技かるた　[インターアクト]

○ ○ 映画研究　漫画研究　粘土　全制作　異文化研究

○ ○ 音楽研究　管楽アンサンブル　弦楽アンサンブル　オーケストラ　重唱　ピアノ重奏　園芸　読書倶楽部

○ 料理　美術・工芸　漫画研究　茶・華道　生物

○ ○

○ 鉄道研究　模型　アーキテクトクラブ　サイエンスクラブ　シビルクラブ　電子・機械工作クラブ　[料理]

○ ＩＣＣ

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ 社会科学研究　[囲碁・将棋　資格検定　写真　華道]

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 伝統文化

○ ○ ○ ○ 伝統文化

○ 自然科学　[ESS　将棋]

○ ○ ○ 自動車　機械工作　無線　電気研究　鉄道研究　工学探究

○ ○ ○ ○ ○ 簿記パソコン　[ダンス]

○ ○ ○ マジック　[伝統文化（競技かるた　華道　将棋）]

美術・工芸

○ ○ ○ 数学研究

○ ○ ○ 工学クラブ　[家庭科　合唱　華道]

○ ○ ○ 吟詠剣詩舞

○ 環境　草花　植物バイオ　造園　畜産　野菜

○ 総合キャリア

○ ○ ○ ○ 加工　分析化学　邦楽　[軽音楽]

○ ○ ○ ○ 加工　分析化学　邦楽　[軽音楽]

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 機械　メカトロ　電気　電子工作

○ ○ 情報デザイン　情報　地域創生研究

○ ○ ○ ○ SF　放送メディア

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ マリンバイオ

○ ○ ○ ロボット研究　グローバルチャレンジ

○ ○ ＩＣＣ　琴　建築研究　フィールド探究

○ ○

○ ○ 経営実習

○ ○ ○

○ ○ ○

キャリアプランニング　[イラスト　コミュニケーション]

芸術（アート）　漫画・イラスト研究

○ ○ 点字　英語

○ 深草倶楽部

○ ○ ○ 調理

○

○ 社会問題研究部　[軽音楽]

E
S
S

J
R
C

イ
ラ
ス
ト

写
真

新
聞

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア

囲
碁

将
棋

パ
ソ
コ
ン
・

コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

ワ
ー

プ
ロ

情
報
処
理

簿
記

園
芸

文
芸

ア
ニ
メ
・

マ
ン
ガ
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文化⣔部活動一ぴ
○⏨ዪ （プレー䝲ー䛸䛧て、⏨子䛸ዪ子䛜⦎習䜔ミーティング䛺䛹の᪥ᖖⓗ䛺活動䜢一⥴䛻行䛳ているሙ合）　䖃⏨子 　䕺ዪ子

ᒣ ᇛ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 䕺

㬞 ỹ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ໭ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ⛸ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮒ 㞛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ ᮾ ○ ○ ○ ○ ○

㫽 ⩚ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᔢ ᓚ 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᔢ ᓚ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱇ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ す ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

᱈ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ ⛸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

὜ Ỉ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京 都 䛩 䜀 る ○ ○ ○ ○ 䕺

ྥ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

எ カ ○ ○ ○ ○

す எ カ ○ ○ ○ ○ ○

⣸ 野 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇼ ᕝ ○ ○ ○ ○ ○

す 京 ○ ○ ○ ○ ○

㖡 㥟 美 術 工 芸 ○ ○ ○

京 都 ᇼ ᕝ 音 楽

᪥ ྜྷ 䞄 ୣ ○ ○ ○

㛤 建 䈜 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

京 都 工 学 㝔 ○ ○ ○ ○ ○

ᮾ Ᏹ ἞ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ⳝ 道 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇛ ༡ ⳻ 創 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᇛ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

す ᇛ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○

京 都 ඵ ᖭ （ ໭ ） ○ ○ ○ ○ ○

京 都 ඵ ᖭ （ ༡ ） ○ ○ ○ ○ ○

ஂ ᚚ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○

⏣ ㎶ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᮌ ὠ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

༡ 㝧 ○ ○ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ ○ ○

ட ᒸ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

༡ ୹ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

園 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

農 芸 ○ ○

㡲 ▱ ○ ○ ○

⥤ 部 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⥤ 部 （ ᮾ 分 ᰯ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

⚟ ▱ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工 業 ○ ○ ○

኱ Ụ ○ ○ ○ ○

ᮾ 舞 㭯 ○ ○ ○ ○ ○ ○

す 舞 㭯 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᾏ ὒ

ᓠ ᒣ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᐑ ὠ ኳ ᶫ （ ᐑ ὠ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

ᐑ ὠ ኳ ᶫ （ 加 ᝋ ㇂ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

୹ ᚋ ⥳ 㢼 （ ⥙ 野 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○ ○

୹ ᚋ ⥳ 㢼 （ ஂ 美 ὾ 学 ⯋ ） ○ ○ ○ ○ ○

Ύ ᫂ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

Ύ 新 ○ ○ ○

ᮒ 㞛

㫽 ⩚ ○

᱈ ᒣ ○ ○ ○

京 都 奏 ࿴ ○ ○ ○

໭ ᱓ ⏣ （ 美 ᒣ 分 ᰯ ）

⥤ 部 （ ᮾ 分 ᰯ ）

⚟ ▱ ᒣ （ ୕ ࿴ 分 ᰯ ） ○

ᮾ 舞 㭯 （ ᾋ ᓥ 分 ᰯ ） ○

ᮒ 㞛 ○

す 舞 㭯

䈜௧࿴䠑ᖺ䠐᭶䠍᪥か䜙㛤ᰯ䛩る㛤建㧗➼学ᰯの部活動は、タ⨨ண定の部活動で䛩䚹

定᫬制
ㄢ⛬

㏻ಙ制
ㄢ⛬

ኳ
文
・
地
学

合
唱

華
道

茶
道

書
道

美
術

放
送

㒓
土
芸
⬟

全᪥制
ㄢ⛬

京都ᕷ
・

எカ
㏻学ᅪ

ᒣᇛ
㏻学ᅪ

ཱྀ୹
㏻学ᅪ

୰୹
㏻学ᅪ

୹ᚋ
㏻学ᅪ

₇
๻

バ
ト
ン

ト
ワ
リ
ン
グ

家
庭

科
学

ギ
タ
ー

㧗➼学ᰯྡ

྿
奏
楽

音
楽

軽
音
楽

フ
吀
ー

ク

ソ
ン
グ その他の部活動

[　]で表されているものは同好会

○ ○ ○ 手話　競技かるた　[ESS　JRC]

○ 調理　京都文化クラブ

○ ○ ○ ○ 音楽研究　文化研究　料理　サイエンス　[園芸]

○ ○ 競技かるた　囲碁・将棋

○ ○ ○ ○ ○ ○ クッキング

美術・工芸　食物　自然科学

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 披講研究　生物　多文化交流　食物　理化

○ ○ ○ ○ ○ ○ デザイン工芸　サイエンス　小倉百人一首かるた　狂言　[ダンス]

○ ○ ○ ○ ○ 生物　クラシックギター

○ ○ クリエイト　情報科学　農業クラブ（バイオ、野菜、草花、情報処理）　

○ ○ ○ インターアクトクラブ　食べ物文化研究会　[Ｌｉｎｋｓ]

○ ○

○ ○ 理科　ICC

○ ○ [サイエンス]

○ ○ ○ ○ 情報デザイン　珠算　生徒実行

○ ○ デジタルクリエイト

○ ○ ○ 生物　[囲碁･将棋　ボランティア]

○ ○ ○ サイエンス

○ ○ ○

○ 邦楽　新聞局　放送局　自然科学　食物　電算機研究 　英語

○ ○ ○ ○ 理学　クッキング　競技かるた　[インターアクト]

○ ○ 映画研究　漫画研究　粘土　全制作　異文化研究

○ ○ 音楽研究　管楽アンサンブル　弦楽アンサンブル　オーケストラ　重唱　ピアノ重奏　園芸　読書倶楽部

○ 料理　美術・工芸　漫画研究　茶・華道　生物

○ ○

○ 鉄道研究　模型　アーキテクトクラブ　サイエンスクラブ　シビルクラブ　電子・機械工作クラブ　[料理]

○ ＩＣＣ

○ ○ ○ ○ ○

○

○ ○ ○ ○ 社会科学研究　[囲碁・将棋　資格検定　写真　華道]

○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ 伝統文化

○ ○ ○ ○ 伝統文化

○ 自然科学　[ESS　将棋]

○ ○ ○ 自動車　機械工作　無線　電気研究　鉄道研究　工学探究

○ ○ ○ ○ ○ 簿記パソコン　[ダンス]

○ ○ ○ マジック　[伝統文化（競技かるた　華道　将棋）]

美術・工芸

○ ○ ○ 数学研究

○ ○ ○ 工学クラブ　[家庭科　合唱　華道]

○ ○ ○ 吟詠剣詩舞

○ 環境　草花　植物バイオ　造園　畜産　野菜

○ 総合キャリア

○ ○ ○ ○ 加工　分析化学　邦楽　[軽音楽]

○ ○ ○ ○ 加工　分析化学　邦楽　[軽音楽]

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ 機械　メカトロ　電気　電子工作

○ ○ 情報デザイン　情報　地域創生研究

○ ○ ○ ○ SF　放送メディア

○ ○ ○ ○ ○ ○

○ マリンバイオ

○ ○ ○ ロボット研究　グローバルチャレンジ

○ ○ ＩＣＣ　琴　建築研究　フィールド探究

○ ○

○ ○ 経営実習

○ ○ ○

○ ○ ○

キャリアプランニング　[イラスト　コミュニケーション]

芸術（アート）　漫画・イラスト研究

○ ○ 点字　英語

○ 深草倶楽部

○ ○ ○ 調理

○

○ 社会問題研究部　[軽音楽]
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簿
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文
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ア
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メ
・

マ
ン
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